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昭
和
六
十
三
年
二
月
十
五
日
午
後
六

時
四
五
分
よ
り
、
築
地
ス
エ
ヒ
ロ
に
お

い
て
、
大
石
巌
氏
を
お
招
き
し
て
、
講

演
会
を
開
催
し
た
。

ヽ _

ッ
ク
マ
ン
デ
ー
か
ら
約
四
ヶ
月
の
今
日

現
在
、
グ
ウ
平
均
の
戻
り
は
日
本
九
〇

％
、
米
三
五
％
、　
ロ
ン
ド
ン
四
〇
％
、

西
独
三
〇
％
で
あ
る
が
、
こ
の
状
況
は

日
本
が
世
界
株
式
市
場
の
エ
ン
ジ
ン
カ

ン
ト
リ
ー
と
し
て
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
ブ

を
握
ち
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

昭
和
六
〇
年
に
出
た
前
川
メ
モ
で
は

「輸
出
依
存
型
か
ら
内
需
拡
大
型
に
移

行
し
て
ゆ
か
な
く
て
は
、
日
本
は
国
際

社
会
に
対
応
で
き
な
い
」
と
い
わ
れ
て

い
た
が
、
今
、
日
本
は
メ
モ
の
指
示
に

沿

っ
た
方
向
に
動
き
出
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
ま
さ
に
日
本
の
柔
軟
な
対
応
力

を
示
す
も
の
で
あ
る
。

２
、
世
界
の
株
式
市
場

①
　
株
式
相
場
の
波
は
三
と
五
年
が

一

つ
の
パ
タ
ー
ン
で
あ
る

（
一
〇
２

一
五

％
位
の
調
整
の
動
き
は
あ
る
が
）
。

昭
和
五
七
年
か
ら
世
界
的
に
株
式
は
上

昇
ト
レ
ン
ド
に
の
っ
た

（米
国
―
夏
頃

日
本
―
秋
）
。

こ
の
第

一
ラ
ウ
ン
ド
の
波
は
ブ
ラ
ッ

ク
マ
ン
デ
ー
で
一
応
終
結
を
み
た
が
、

そ
の
後
日
本
で
は
早
く
も
第
ニ
ラ
ウ
ン

ド
の
波
に
む
け
て
準
備
が
完
了
し
上
昇

に
転
じ
た
と
の
動
き
が
感
じ
ら
れ
る
。

②
　
そ
も
そ
も
米
国
の
株
式
市
場
を
み

る
と
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
６０
と
い
う
様
に
一

九
五
０
２
六
五
の
間
に
六

・
五
倍
と
な

っ
た
。
こ
れ
に
比
し
て
日
本
は
一
九
八

二
２
八
八
の
間
に
僅
か
三

・
八
倍
で
あ

っ
た
。
外
人
員
い
は
こ
の
あ
た
り
に
ジ

ャ
パ
ニ
ー
ズ
ド
リ
ー
ム
を
期
待
し
て
買

い
に
入
っ
て
き
て
い
た
。
そ
し
て
、
現

在
で
も
日
本
の
株
式
市
場
を
と
り
ま
く

環
境
は
上
昇
の
要
因
を
す
べ
て
備
え
た

も
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、

①
　
日
本
は
元
来
工
業
力
の
強
い
製
造

業
中
心
の
社
会
で
あ
る
が
、
オ
イ
ル
マ

ネ
ー
は
国
内
に
投
資
対
象
と
な
る
工
業

力
が
な
い
た
め
、
米
の
ホ
テ
ル
を
買

っ

た
り
外
国

へ
投
資
を
続
け
た
。
そ
の
結

果
現
在
で
は
そ
の
力
を
失

っ
て
い
る
。

つ
ま
り
国
内
産
業
の
裏
付
け
の
な
い
金

は
所
詮
力
の
無
い
金
で
し
か
な
い
の
で

あ
る
。
日
本
の
場
合
、
現
在
の
様
に
輸

入
を
増
加
し
内
需
拡
大
を
続
け
れ
ば
、

遠
い
将
来
は
別
と
し
て
、
三
２
五
年
位

の
間
は
景
気
上
昇
、
株
価
上
昇
を
続
け

る
だ
ろ
う
。
こ
れ
は
同
時
に
日
本
に
対

す
る
輸
出
国
と
な
る
外
国
を
助
け
、
国

際
経
済
の
上
昇
を
助
け
る
要
因
と
な
り

う
る
。

②
　
日
本
企
業
の
業
績
が
上
昇
を
続
け

て
い
る
。
例
え
ば
、
新
日
鉄
は

一
〇
〇

〇
億
の
赤
字
か
ら
、
五
〇
〇
億
の
黒
字

に
転
じ
た
。
し
か
も
こ
れ
は
再
建
合
理

五
ケ
年
計
画
の
ス
タ
ー
ト
段
階
で
の
こ

と
で
あ
る
。

③
　
金
融
が
ゆ
る
い
。

・
金
利
が
安
い
の
で
各
企
業
が
今
の

う
ち
に
と
借
り
て
い
る
。

ｏ
日
銀
が
各
銀
行

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の

た
め
に
金
を
貸
し
た
が
り
、
そ
の
金

が
銀
行
に
だ
ぶ
つ
て
そ
れ
が
社
会
に

流
出
し
て
い
る
。

０
　
為
替
が
安
定
し
て
き
て
い
る
ｃ

（米
の
ド
ル
安
定
策
）

３
、
こ
の
株
価
の
上
昇
気
運
は
株
の
需

給
バ
ラ
ン
ス
か
ら
も
説
明
で
き
る
。

供
給
は
増
資
又
は
転
債
社
以
外
で
は

な
か
な
か
増
え
な
い
が
、
需
要
は
増
加

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
蓋

し
、・

企
業
年
金
が
年
率
ニ
ケ
タ
の
割
り

で
増
加
し
、
ま
も
な
く
五
〇
兆
と
な

る
が
、
そ
の
運
用
の
た
め
に
株
に
対

し
積
極
的
に
使
わ
れ
て
い
る
。

。
丸
優
の
廃
止
に
よ
り
全
預
金
の
最

低
四
〇
％

（
一
二
〇
兆
）
は
銀
行
か

ら
流
出
す
る
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
が

株

・
投
資
に
流
れ
る
か
ら
と
考
え
ら

れ
る
。
ち
な
み
に
金
融
資
産
の
運
用

比
率
の
内
、
株
と
預
貯
金
に
つ
い
て

言
え
ば
日
本
は

一
一
・
六
％
と
五
五

％
、
米
国
は
二
三
％
と
三
三
％
で
あ

り
、
今
後
、
米
国
型
に
近
づ
く
と
予

想
さ
れ
る
。

Ｃ
、
外
人
買
い
も
今
年
に
入
っ
て
増
加

の
一
途
に
あ
る
。

４
、
具
体
的
予
想

。
株
は
循
環
の
法
則
で
動
く
。
内
需

関
連
を
例
に
と
れ
ば
、
鉄

・
造
船
↓

電
気

・
ガ
ス
↓
金
融
（銀
行
↓
証
券
）

の
順
に
動
い
て
行
く
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。

・
ダ
ウ
に
つ
い
て
は
二
八
、
〇
〇
〇

２
三
〇
、
○
○
○
は
可
能
だ
ろ
う
。

５
、
検
討
課
題

①
　
キ
ャ
ピ
タ
ル
ゲ
イ
ン
課
税
が
検
討

さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
暴
落

の
引
き
金
要
因
に
な
り
う
る
。
イ
タ
リ

時
局
講
演
会

日
本
株
式
市
場
の
現
況
の

分
析
と
将
来
の
予
想

新
日
本
証
券
会
長

大

　

石

　

　

巌

氏

（
５３

期

）

１
、
昭
和
六
二
年
十
月
二
〇
日
の
ブ
ラ

ヽシ
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第 25号 △
7ヽ 報 (2)

■
の
ミ
ラ
ノ
て
こ
の
課
税
を
発
表
し
て

三
〇
％
ズ
ウ
ン
し
た
こ
と
が
あ
り
、
法

案
が
に
つ
に
な

っ
た
こ
と
が
あ
る
。

し
か
も
．
今
、
東
京
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
世

界
の
中
心
で
あ
り
、
ム
が
下
が
る
と
収

府
が
こ
ま
る
の
で
、
い
か
に
シ
ョ
ッ
ク

を
少
な
く
す
る
か
が
課
題
と
な
る
だ
ろ

②
　
現
在
、
有
価
証
券
取
引
税
は
売
り

の
Ｏ

・
五
五
％
評
乱
で
あ
る
が
、
こ
れ

は
妥
協
の
よ
物
で
あ
り
、
０
を
実
行
す

る
な
ら
な
く
す
べ
き
で
あ
る
が
、
純
粋

の
流
通
税
で
も
な
い
し
、
ま
た
収
入
が

大
き
い
の
で
一令
は
下
が
る
が
無
く
な
り

は
し
な
い
だ
ろ
う
。

６
、
た
だ
し
、
株
は
‘
自
の
研
究
と
労

力
な
し
て
は
成
功
せ
ず
、
一証
●
マ
ン
の

言
い
な
り
で
は
た
め
で
あ
る
こ
と
を
強

調
し
て
お
き
た
い
．

（文
責

●
期

平
岩
止
史
）

昭
和
六
十
三
年
四
月
二
十
三
日
、
市

岡
で
の
静
中
二
十
五
胡
会
が
、
二
年
五

か
月
ぶ
り
に
静
岡
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ホ
テ

ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
今
日
に
恩

師
証
訪
卓
三
先
生
に
も
お
い
で
い
た
だ

い
て
出
席
者
に
五
十
名
．
う
ち
関
東
同

窓
会
か
ら
の
出
席
者
は
次
の
と
お
り
０

木
，

凛
宏
、
相
馬
人
夫
、
武
丼
富
共
、

辻
　
　
弘
、
長
沢
栄

一
、
中
Ш
吉
信
、

法
月
■
誕
、
日
■
光
”
、
山
本
　
武
、

加
川
富
士
“

な
お
、
次
回
は
■
茉
五
十
月
年
の
昭

“
六
十
二
年
に
田
催
の
予
定
。

（●
川
富
士
雌
）

宅
静
撃
．
〓
一好
山
三
郎
、
柳
沢
彙
雄
、

山
家
”
、
言
工
誠

一
　

（西
人
純
三
）

‐
　
　
　
　
　
　
　
　
―

，
え
た
．
　
　

‐

‘
‐■も
そ
れ
が
う
¨
・̈
関
東
同
ゆ

『̈̈̈
三も，］“一一一̈け］絲・「

．』̈』デ．． 」̈通「．̈
一ン

ｔ，十
一一」「層口曰　・日枷サ‥

″

　

　

．
‐
，

．
　

〓

、
日

　

　

　

多

　

‥
‐
一
■

、́
十
二
年
二
月

”
「
　

束
ｉ
入
●

利

ブケ　・「脚一日（̈［・回綺・・

四

〓
期

東
京
四
三
口
を
昨
年
十

一
月
二
十
五

日
銀
座
の
交
詢
社
で
開
ｔ
た
。
正
午
か

ら
の
会
を
だ

っ
た
の
で
未
た
■
役
で
活

躍
中
の
北
里
良
夫

・
倉
沢
栄
十
両
●
は

所
川
の
た
め
残
念
乍
ら
欠
席
さ
れ
た
。

ｉ
同
よ
り
万
年
幹
事
の
小
杉

一
君
が
ク

ラ
ス
ヘ
表
で
出
席
さ
れ
、
大
阪
か
ら
平

山
社
君
が
遠
路
を
来
渉
さ
れ
た
．
水
戸

の
■
晴
行

・
関
西
同
窓
会
支
部
長
の
塚

本
猛
次
の
両
君
も
出
席
予
定
の
と
こ
ろ

急
用
の
た
め
欠
席
さ
れ
て
し
ま
い
、
今

日
の
出
席
者
は
十
四
名
と
な
っ
た
。

正
午
前
よ
り
平
山
君
が
真
先
に
到
着

さ
れ
、
幹
事
の
方
が
遅
れ

て
し

ま

っ

た
。
定
刻
に
は
殆
ん
ど
・禁
り
、
般
り
に

長
戸
君
が
来
場
さ
れ
た
。

会
場
を
■
旋
さ
れ
た
柳
沢
書
の
後
拶

で
始
ま
り
、　
一
同
芝
杯
し
て
同

，
、
久

し
ぶ
り
の
集
り
で
卒
業
以
来
六
十
年
の

思
い
口
、
戦
争
中
の
労
■
の
話
も
出
て

立
合
に
晩
秋
の
ひ
と
と
き
を
過
す
こ
と

が
で
き
た
。

昭
和
三
年
卒
業
の
人
々
は
六
十
三
年

で
，

度
卒
業
以
来
六
十
周
年
に
当
る
の

で
記
念
大
会
を
開
く
事
に
し
た
。

最
後
に
今
丼
君
の
青
頭
で
■
歌
を

，

唱
し
、
次
回
の
〓
会
を
約
し
て
解
散
し

た
。当

日
の
出
”
者
は
次
の
通
り
。

池
●
三
郎
、
今
丼
志
郎
、
小
杉

一
、
嶋

田
富
治
雄
、
国
崎
茂
夫
、
豊
島
人
実
、

前
戸
党
美
、
西
沢
純
三
、
平
山
在
、
三

本
年
二
月
十
八
日
．
た
ま
に
は
お
座

哄
で
開
い
て
み
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な

り
、
新
宿
西
日
の
、
新
宿
ワ
シ
ン
ト
ン

ホ
テ
ル
内
の
洒
場
で
、
同
期
会
を
催
し

た
。
■
ま
る
面
々
、
二
十

一
名
。
関
東

同
窓
会
の
同
期
メ
ン
パ
ー
の
半
数
近
く

メ
参
加
し
た
。
わ
れ
わ
れ
の
加
は
、
比

較
的
矢
ま
り
が
よ
い
と
自
負
し
て

，
る

が
、
そ
れ
で
も
二
十
名
を
超
え
た
の
は

た
め
て
で
は
な
い
か
と
思
う
。
六
十
オ

ヽ
前
半
の
年
陥
に
な
り
、
余
裕
が
多
少

と
も
出
て
き
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
話
し

五
五
期

五
七
期

ｔ
　
ヽ

＋
周
年
の
記
念
能
を
発
行
し
よ
う
と
、

前
矢
編
集
委
員
を
中
心
に
、
四
年
が

か

り
の
労
件
が
完
成
、
配
市
さ
れ
る
進
び

に
な
り
、
■
兄

（旧
姓
藤
岡
）
、
北
川

両
恩
血
を
お
迎
え
し
、
同
勁
生
も
八
十

四
名
が
参
失
し
た
。

円
会
は
六
時
の
予
定
で
あ

っ
た
が
、

遠
く
関
西
か
ら
、
又
東
京
方
面
か
ら
早

日
に
続
々
到
着
．
開
始
前
に

一
寸
、
と

…
…
、
近
く
で
ヽ
勢
を
上
げ
る
強
者
も

二
、
〓
「
　
‥
…
．

１１１
本
諄
道
君
の
夫
人
が

「主
人
が
急

Ｈ
で
ど
う
し
て
も
出
席
で
き
な
く
な
り

証
に
残
念
だ
。
昔
様
に
く
れ
ぐ
れ
も
よ

ろ
し
く
」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
持
ち
、

＾
イ
■
ｌ
で
■
え
た
の
に
は
、
受
仕
子

大
―
に
感
激
し
た

一
お
も
あ

っ
た
．

愈
々
定
刻
、
記
念
写
真
の
撮
影
か
ら

総
会
は
始
め
ら
れ
、
高
野
．
大
橋
両
世

話
人
ヽ
妻
の
技
ψ
、
経
過
報
〓Ｒ

縞
葉

委
員

へ
の
感
謝
の
「
手
．
紘
し
て
、
笙

見
、
北
川
両
■
■
に
御
言
葉
を
頂
き
、

海
賀
清
君
の
音
頭
に
よ
う

一
同
ｔ
杯
．

一
卜
呼
吸
後
．
綺
趾
ど
こ
ろ
も
上
場
。

懇
規
会
は
い
や
が
上
に
も
盛
上
が
る
。

細
か
い
事
は
何
を
云
わ
な
く
て
も
有
無

相
通
す
る
。
そ
れ
が
同
期

生

の
良

さ

だ
。
と
て
も
還
暦
を
過
ぎ
た
と
は
感
ぼ

ら
れ
な
い
若
た
し
い
、

，
刺
と
し
た

，

口
気
が
証
る
。
ま
さ
し
く
第
二
の
青
春

で
あ
る
。

こ
の
会
場

「■
楽
」
は
同
期
の
山
本

五
九
期

そ
れ
で
も
青
春

四
月
二
十
三
日
、
”
同
市
昭
和
町
の

料
亭

「喜
楽
」
で
二
十
九
川
の
総
会

，

日
催
さ
れ
た
。
今
回
は
性
に
、
卒
業
四

´
　

　

　

´

‘
ヽ

‘
ヽ
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第 25号之、
7実 幸長

幹
男

（
旧
姓

，
野
）
君
の
経
営
す
る
店

で
、
今
日
の
ん
に
山
本
夫
人
以
下
、
従

業
員
あ
げ
て
、
お
料
理
は
勿
論
．
限
々

ま
で
至
れ
り
つ
く
せ
り
の
心
配

，
。
こ

の
丼
台
装
置
あ

っ
て
こ
そ
、
吾
々
は
す

ん
な
り
と
静
■
時
代
に
戻

っ
た
の
だ
と

思
う
。
―
唯
感
謝
―

同
日
、
卒
業
四
十
周
年

の
記

念
詰

「そ
れ
で
も
青
春
　
五
十
九
卿
」
が
手

渡
さ
れ
た
。
そ
の
命
名
に
つ
い
て
悲
し

い
山
来
が
あ
る
。
こ
の
本
の
出
販
を
護

よ
り
も
待
ち
望
ん
で
い
た
凛
具
芳
ｉ
君

の
原
稿
の
題
名
が
こ
れ
で
、
彼
は
此
の

本
を
手
に
す
る
事
な
く
昨
年
十

一
月
急

逝
し
た
。

■
々
の
自
我
確
立
の
時
剤
は
Щ
前
、

戦
中
．
戦
後
に
及
ぶ
内
外
の
情
勢
、
価

値
観
の
変
化
、
戸
惑
ふ
事
の
み
多
か
っ

た
。
而
し
ま
ご
う
事
な
き
青
春
で
あ

っ

た
。
旧
交
を
温
め

，
情
を
証
歌
す
る
宴

は
何
時
果
て
る
と
も
な
く
続
き
、
将
に

あ

っ
と
云
う

「間
」
の
時
間
だ

っ
た
。

最
後
に
苺
尖
君
の
リ
ー
ド
で
ヽ
一月
を
組

み
、
声
高
ら
か
に

「ｉ
南
健
児
‥
‥
」

を
■
―
上
げ
、

「
そ
れ
て
も
言
ボ
」
の

同
期
会
は
、
次
会
を
約
し
て
開
し
ら
れ

た
。
　
　
　
　
　
　
　
（奥
沢
　
撤
）

エ
ハ
エ
ハ
一“知
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

関
東
地
区
の
“
期
同
期
会
が
十

一
月

七
日
開
か
れ
た
。
こ
れ
ま
で
十

一
月
の

第
一
ま
た
は
第
二
金
曜
日
に
Ｊ
Ｒ
浙
碕

駅
近
く
の
小
料
理
屋
を
会
場
に
安
全
方

式
で
行

っ
て
き
た
。
し
か
し
、
会
を
重

れ
る
ご
と
に
マ
ン
ネ
ツ
化
は
延
け
が
た

か
っ
た
。

「今
年
は
極
向
を
変
え
て
み

よ
う
」
と
円
¨
、
山
ド
両
幹
事
ら
が
新

方
式
の
同
期
舎
を
検
討
、
円
中
氏
の
会

社
で
運
航
し
て
い
る
船
シ
ー
バ
ー
ソ
ル

ジ
ュ
号
を
借
り
切
っ
て
、
ス
ー
テ
ィ
ー

え
、
近
年
に
な
い
多
数
の
二
十
九
人
の

同
抑
生
が
葉
ま
り
、
ま
た
静
図
か
ら
は

同
期
の
清
水
仙

一
郎
氏
が
ら
ぎ
わ
ぎ
駆

け
つ
け
て
く
れ
た
。
さ
ら
に
首
都
目
に

仁
む
的
期
、
η
湖
の
ご
“
人
た
ち
六
人

に
特
別
参
加
し
て
い
た
だ
ｏ
て
合
に
化

を
添
え
、
総
勢
三
十
六
人
の
パ
ー
テ
ィ

ー
と
な

っ
た
。

ソ
ル
ジ
ュ
■
は
午
後
ｔ
時
の
予
定
を

着
千
遅
れ
て
棧
橋
を
瓢
れ
た
。
小
ヽ
の

な
か
、
高
層
ビ
ル
が
ま
ば
ゆ
い
東
京
の

夜
亘■

ま
ぶ
し
い
に
ど
切
か
り
を
つ
け

た
停
泊
中
の
大
型
客
船
な
ど
、
め
０
た

に
見
る
こ
と
の
で
き
な
ｏ
光
景
を
船
内

か
ら
眺
め
な
が
ら
立
食
式
大
ｌ
テ
ィ
ー

で
歓
談
、
痛
鷲
。
ソ
ル
ジ
ュ
〓
は
μ
ロ

川
河
口
、晴
海
、豊
洲
．
お
台
場

，
，

公

同
な
ど
の
“
合
を
約
二
時
間
に
わ
た

っ

て
ク
ル
ー
シ
ン
′
．
小
雨
の
た
め
窓
を

開
け
ら
れ
な
か
っ
た
だ
け
食
は
進
み
、

載
橋
に
戻

っ
た
こ
ろ
に
は
何
掟
も
の
大

皿
に
盛
ら
れ
た
料
理
の
山
は
あ
ら
か
た

資
を
消
し
て
い
た
。

同
期
生
は
二
十
代
後
半
に
さ
し
か
か

っ
髪
の
議
く
な
っ
た
人
、
白
髪
の
人
、

ま
た
健
康
を
そ
こ
れ
て
医
者
の
世
話
に

な
っ
た
人
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
だ

っ
た
が

大
●
抜
け
元
気
は
つ
ら
つ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
職
場
で
若
い
者
に
は
ま
た
ま
だ
負
け

な
い
、
と
頑
張

っ
て
い
る
。
ソ
ル
ジ
一

号
が
桟
橋
に
近
付
く
こ
ろ
、
河
守
氏
の

音
一収
で
校
歌
、
応
援
歌
を
高
ら
か
に
斉

唱
、
来
年
の

，
会
を
綺
し

て
餃

〓

し

た
。当

日
の
参
加
者
、
特
別
参
加
者
は
次

の
通
り
だ
っ
た
。

（改
称
略

・
ア
イ
ウ
エ
オ
順
）

石
川
隆
死
、
石
川
判
二
、
大
坪
信
之
、

大
村
敏
夫
、
加
藤
博
司
、
河
守
肛
雄
、

充
日
聡
裕
、
北
●
′
幸
、
久
保
本
人
、

小
島
清
司
、
ｔ
藤
六
■
志
、
渋
谷
文
成

■
原
娑
、
杉
本
辛
貞
、
杉
山
■
、
日
中

俊
男
、
高
橋
宏
．
辻
陽

一
．
ヽ
套
良
平

早
見
辛
雄
、
原
常
勝
、
馬
越
峻
、
増
山

●
美
、
武
ム
”
、
山
下
智
康
、
山
下
裕

一
、
山
梨
裕
司
、
山
本
俊
夫
、
湯
浅
証

「特
別
参
加
）

“
期
―
清
水
仙

一
郎

“
躙
＝
神
谷
貞
子
、
扉
日
沢
子
、
松

ル
玲
子
、
松
村
明
子

７０
期
―
方
田
久
、
藤
波
は
る
み

（石
川
制
二
）

シ
ー
バ
ー
ン
ル
ジ

ュ
■
ご
利
用
な
さ

り
た
い
方
は
電
話
四
五
三
―
八
六
六
入

田
中
迄
ご
連
稚
下
さ
い
．

大
八
期

“
川
の
■
人
ヽ
月
午
記
念
総
会
が
３

月
Ｄ
口
、
静
岡
市
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館

で
”
か
れ
た
。
ｉ
同
城
内
高
当
時
の
昭

和
″
年
の
卒
業
だ
か
ら
正
確
に
い
え
ば

“
周
年
に
な
る
が
．
“
期
で
は
３
年
ご

と
に
同
期
会
を
開
く
こ
と
に
な
っ
て
お

り
、
ユ
ま
り
よ
く
今
年
を

「
３５
周
年
」

(3)

´
　
　
　
　
　
ン

‘

、
　

′

ヽ

方
式
で
開
催
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

Ｊ
Ｒ
田
町
駅
近
く
の
東
京
芝
浦
述
河

の
捜
橋
に
つ
な
が
れ
た
ソ
ル
シ
ュ
号
に

一
行
は
乗
船
し
た
。
あ
ｔ
に
く
小
両
、

肌
来
ｔ
天
候
だ
っ
た
が
、
船
が
貸
し
切

り
の
た
め
、
で
き
る
だ
け
多
く
の
参
加

を
、
と
幹
事
の
呼
び
か
け
に
よ
く
こ
た

と
し
た
。
昨
年
暮
れ
か
ら
３
回
程
、
幹

事
会
を
日
き
、
実
行
委
員
長
に
就
任
し

た
仁
科
点
“
君
を
中
心
に
４
術
を
進
め

た
。こ

う
い
う
会
で
い
つ
も
気
に
な
る
の

は
出
席
者
の
数
．
特
に
今
回
は
年
度
末

だ
け
に
、
予
算
と
の
結
み
も
あ

っ
て
心

配
し
た
メ
．
当
日
は
”
余
人
も
の
参
加

が
あ
つ
．
大
変
な
盛
会
。
ご
同
度
の
至

つ
た
０
た
。

総
会
は
午
後
５
時
か
ら

，
藤
晴
趾
副

会
長
の
開
会
の
計
に
樅
し
て
背
野
贅
也

会
長
が

「春
分
の
口
を
前
に
．
■
量
の

墓
参
を
兼
れ
て
、
遠
方
の
方
々
も
口
席

さ
れ
る
よ
う
こ
の
日
を
選
ん
だ
。
今
日

出
席
出
来
る
こ
と
は
当
り
前
と
思
う
か

も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
当
り
前
が
人
間

の
幸
せ
。
当
０
両
と
思
え
る
健
康
に
＋

分
気
を
付
け
て
、
今
後
も
薫
候
ろ
う
」

と
医
者
ら
し
い
気
配
り
の
あ
い
さ
つ
．

次
ヽ
で
山
本
智
夫
君
の
発
声
で
物
枚

へ
の
黙
ル
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
３
年
間

の
同
期
の
物
政
者
は
菫
月
力
、
八
木
正

稔
、
若
山
（立
川
）光
子
、

， 鵬
川
丘
、
中

村
円
平
、
一二
上
益
弘
■
の
以
上
６
人
．

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
上
前
を
思
い
浮

べ
な
が
ら
め
い
●
を
祈

つ
た
。

■
●
局
報
告
で
は
大
石
博
司
君
が
、

「次
の
次
の
同
期
会
で
は
ほ
と
ん
ど
の

仲
間
が
運
暦
を
迎
え
る
の
で
、
よ
り
盛

大
な
会
を
闘
き
た
い
」
と
発
言
、
会
場

か
ら
ど
よ
め
き
が
起
き
た
。

し

し



(4)
之、
フ褒 報第 25号

増
丼
成
美
君
の
会
計
報
告
．
阿
部
祐

辛
君
の
監
企
報
告
に
続
せ
て
■
員
改
選

に
移
り
、
正
副
会
長
、
幹
事
全
員
が
再

任
さ
れ
た
。
た
だ
、
現
在
同
期
の
鈴
木

康
男
君
が
ヽ
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
を
務
め

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
“
期
と
母
枝
の

パ
イ
ブ
■
を
お
願
い
し
よ
う
と
、
鈴
木

君
に
幹
事
に
加
わ

っ
て
頂
く
こ
と
に
な

っ
た
。

こ
の
あ
と
、
長
年
“
川
の
工
営
に
尽

力
し
た
大
石
博
司
君
に
感
謝
の
口
と
し

て
、
背
野
会
長
か
ら
ヽ
証
と
花
束
が
送

ら
れ
た
。
通
常
、
こ
の
種
の
ま
彰
は
お

役
日
に

一
区
切
り
と
い
う
と
こ
ろ
だ
が

今
回
は
「今
後
と
も
頑
張

っ
て
下
さ
い
」

と
い
う
意
米
メ
込
あ
ら
れ
て
い
た
。

江
崎
善
二
郎
会
長
の
間
会
の
手
で
給

合
は
無
事
に
終
了
し
た
。

こ
の
あ
と
、
今
回
は
同
期
の
守
誠
看

が

「
ユ
ダ
ヤ
」
と
題
し
て
特
別
証
演
し

た
。
守
君
は
口
続
に
勤
め
る
告
ら
、
ド

キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー
件
家
と
し
て
活
地
．

「幸
配
な
る
窓
際
族
」
な
ど
の
著
書
が

あ
る
。
今
秋
に
は

「
ユ
ダ
ヤ
と
〆
イ
ヤ

■
ン
ド
」
と
い
う
新
作
を
出
版
の
予
定

で
、
■
●
、
世
界
を
回
っ
て
ユ
〆
ヤ
問

画
を
収
材
中
で
あ
る
。

３０
分
と
い
う
０

か
い
時
間
だ
っ
た
が
、　
″
真
実
の
ユ
ダ

ヤ
″
を
知
る
う
え
で
、
貴
重
な
証
演
だ

っ
た
。

総
会
の
あ
と
の
懇
親
会
は
華
や
い
た

雰
囲
気
。
残
念
乍
ら
学
校
側
は
定
時
制

の
終
了
式
が
あ
ら
て
出
席
出
来
な
か
ｏ

た
が
、
懐
か
し

，
１０
人
の
先
生
方
が
出

席
ド
き
っ
た
。
順
不
同
で
字
佐
美
雄
司

大
村
正
去
、
湯
原
誠
、
坪
回
秀
定
、
山

下
精
寿
、
波
辺
福
大
郎
、
平
岩
二
三
夫

杉
山

一
与
、
北
川
巻
平
、
鈴
木
敏
期
以

上
の
諸
先
生
。
代
表
し
て
北
川
、
山
下

両
先
生
が
あ
い
さ
つ
さ
れ
た
が
、
静
中

の
■
輩

（
毬
颯
）
で
も
あ
る
北
川
先
生

が

「
，

校
の
鉄
筋
５
階
建
て
狡
今
が
今

年
の
■
れ
ま
で
に
は
完
成
す
る
」
等
と

述
べ
ら
れ
た
。

■
メ
進
む
に
従
い
、
会
場
の
各
所
に

九
い
人
の
航
が
出
来
、
そ
れ
ぞ
れ
青
話

し
に
■
を
咲
か
せ
、
大
き
な
笑
の
渦
メ

起
き
た
。
男
子
は
年

，
応
に
お
つ
き
に

変
化
が
見
ら
れ
、

「先
生
と
変
ら
な
い

″
生
徒
″
」
も
あ

っ
た
が
、
普
の
仲
間

が
業
ま
る
と
不
思
議
な
も
の
で
、
青
春

時
代
に
戻

っ
た
気
分
、
い
つ
ま
で
も
談

笑
の
タ
ネ
は
ヽ
き
ず
、
文
字
通
り
若
宵

一
刻
価
千
金
の
ひ
と
と
き
だ

っ
た
。

最
後
は
全
員
で
校
歌
、
応
援
歌
の
大

合
唱
。
小
林
′
史
■
の
発
声
で
万
オ
を

三
唱
、
三
年
後
の
平
会
を
誓
せ
合
し
な

が
ら
閉
会
．
三
々
五
々
、
夜
の
静
口
の

有
に
よ

っ
て
行

っ
た
。

（石
垣
祐
市
）

私
の
書
い
た
本

『
謎
解
き
随
想
』

４０
期
　
野
崎
　
操
一

既
刊

『
心
の
軌
跡
』
は
続
集
去
貝
が

会
報
に
適
宜
連
載
し
て
下
さ
る
光
栄
に

浴
し
て
い
ま
す
が
、
貴
ｉ
た
紙
面
を
汚

し
て
は
い
な
い
か
と
気
に
か
か
っ
て
お

り
ま
・す
。

今
本
は
関
東
同
窓
会
副
会
長
の
上
杉

重
吉
氏
（
“
期
）が
総
務
局
に
お
ら
れ
る

証
談
社
の
ス
タ
ン
フ
を
煩
わ
し
て

『誂

解
き
随
想
』
を
新
た
に
自
賀
出
版
し
ま

し
た
。

内
容
は
説
明
す
る
よ
リ
ロ
ス
を
並
べ

た
方
が
判
り
易
い
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し

た
の
で
そ
う
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

０
　
エ
ジ
プ
ト
記
行
に
は
、
旅
行
の
ロ

的
、　
一
ジ
ブ
ー
文
明
、
■
な
る
ナ
イ
ル

川
、
ア
ス
フ
ン
・
＾
イ
ズ
ム
の
功
工
、

ア
′

・
シ
ン
ベ
ル
の
ド
ー
ム
、
ナ
イ
ル

の
舟
、
ヽヽ
ネ
ラ
ル
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
ナ

イ
ル
の
魚
、
ナ
イ
ル
の
■
、　
エ
ジ
ブ
ト

の
石
、　
エ
ジ
ブ
ト
の
砂
、
大
神
般
の
造

り
方
、
石

，
の
エ
ン
タ
シ
ス
、
防
衛
間

題
、
イ
ス
ラ
ム
教
．
靴
屋
、
ツ
タ
ン
カ

ー
メ
ン
、
地
球
の
円
周
を
計
る
、
絶
景

な
ど
を
述
べ
る
．

②
　
ピ
ラ
、ヽ
ッ
ド
の
傾
斜
角
に
は
二

一

度
、
四
三
度
、
六
八
度
の
三
種
が
あ
る

が
、
こ
れ
は
４
■
、
３
‐
た
、
８
■

で

Ｎ
一
π
の
一
般
式
で
姜
わ
さ
れ
る
の
で
、

二
十
五
百
年
来
の
数
学
的
誌
の
答
を
得

た
。

Ｏ
　
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
と
′
イ
ヤ
■
ン
ド
の

角
度
に
は
共
通
点
が
あ
り
、
こ
れ
が
パ

フ
ー
に
つ
た
が
る
。

０
　
世
界
ｔ
不
思
議
の

一
つ
エ
フ
ェ
ン

ス
・
ア
ル
テ
ヽヽ
ス
神
般
と
店
紹
提
寺
金

生
の
八
本
前
列

，
は
プ
ロ
グ
レ
ッ
シ
ブ

・
オ
ク
タ
ス
タ
イ
ル
と
い
う
同
類
型
。

０
一　
ピ
サ
の
斜
■
は
計
算
上
は

一
六
六

七
年
間
倒
れ
な
い
が
危
険
性
は
多
い
。

⑥
　
■
国
曖
州
の
暗
星
台
は
天
文
書
で

は
な
く
星
宿

，
生
台
な
ら
判
る
。

②
　
前
方
後
円
墳
の
体
■
を
求
め
る
方

程
式
を
立
て
て
お
く
と
、
古
■
の
規
模

を
知
る
の
に
役
立
つ
。

①
　
法
鷹
十
二
重
絆
の
安
定
感
の
上
れ

る
原
因
は
円
弧
法
に
あ
る
。

０
・　
業
師
寺
二
重
オ
が
凍
れ
る
音
楽
と

賞
称
さ
れ
る
秘
密
。

⑩
　
止
月
峰
庭
国
の
古
図
を

，
ェ
ッ
ク

す
る
。

Ｏ
・　
静
岡
で
催
さ
れ
た
歴
史
的
四
人
一ま

能
と
舞
台
の
話
．

⑫
　
ヽ
栞
山
万
福
寺
に
あ
る
狐
泄
和
尚

の
些
を
尋
ね
て
。

０
　
手
島
精

一
先
生
銅
線
蕉
記
に
関
す

る
逸
計
．

０
　
後
藤
匠
之
助
■
■
の
手

紙

と

ま

訂０
　
日

・
月

・
金
二
が
揃

っ
て
西
の
空

に
渋
す
る
三
光
西
に

，
く
現
象

へ
の
反

行
政
改
革
に
つ
０
て
の
私
兄
，

困

っ
て
い
る
外
人
の
道
案
内
。

●
話
と
は
何
か
。

空
気
五
即
。

人
＋
オ
の
展
望
。

聘
和
六
千
三
年

一
月
二
十
日
初
版
発

行
．証
談
社
出
肛
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。

Ｂ
６
判
、　
一
ｔ

一
耳
、
五
ｔ
挿
図
、
頒

価
二
十
円
。
ご
希
菫
の
方
は
六
〇
円

・

四
０
口
切
手
‘
二
十
枚
お
送
り
下
さ
れ

ば
郵
送
０
た
し
ま
す
。
著
者
　
野
崎
操

一　
住
所
餞
狡
工
市
港
北
区
篠
原
北
二

―

一
三
―
二
人
。

自
然

へ
の
愛
着

４３
川
　
北
沢
　
更
夫

◎
午
会
質
二
十
円
の
拠
出
を
、
同
■
の

振
替
用
紙
に
て
ご
ひ
お
願
ｔ
し
ま
す
。

◎
会
報
に
掲
載
の
広
告
を
、
薔
っ
て
応

募
し
て
く
だ
さ
い
。

春
た
け
な
わ
と
な
り
、
浅
問
神
社
の

桜
も
す
ざ
助
え
る
新
緑
を
何
と
は
な
し

に
想
像
し
な
が
ら
、
私
の
■
は
今
、
大

正
末
飢
の
前
口
の
あ
れ
こ
れ
を
ｉ
う
ふ

つ
と
さ
せ
て
い
る
。

ヽ
　
　
ヽ

ｔ

ｔ

④ 000⑩ 賞

ヽ

ヽ

●

●

●

ヽ



第 25号
ユ, 報(5)

ヽ

し

冬
に
な
る
と
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
統
き
の

日
の
中
に
積
ん
で
あ
る
稲
わ
ら
の
山
を

背
に
日
向
で
丸
芋
を

，
べ
な
が
ら
談
笑

し
た
こ
と
、　
一
年
生
夏
体
み
は
じ
め
の

水
泳
は
ｍ
師
の
砂
浜
で
あ

っ
た
。
三
倶

に
渡
る
の
は
、
浅
淑
づ
た
０
に
作
ら
れ

た
板
橋
で
、
当
時
の
清
水
港
は
．
ア
メ

リ
カ
向
け
み
か
ん
の
輸
出
港
で
あ
り
、

同
時
に
ぶ
ど
う
や
内
類
の
輸
入
港
で
あ

っ
た
。
今
さ
わ
か
し
ｔ

「＋
内
オ
レ
ン

デ
」
、
感
血
■̈
で
あ
る
。

そ
し
て
。
今
や
六
十
年
余
の
歳
月
が

流
れ
、
新
幹
線
式
は

，
名
高
速
道
路
の

●
な
か
ら
兄
る
静
同
は
全
く

一
変
し
、

当
時
の
面
影
は
、
竜
爪

・
久
能
の
山
波

と
、
■
事
教
級
を
受
け
た
安
倍
川
の
洸

れ
だ
け
に
残
っ
て
い
る
感
が
す
る
。

勿
論
、
日
本
全
体
が
果
状
な
ま
で
に

進
展
し
た
の
で
ぁ
る
か
ら
、
静
同
だ
け

が
例
外
で
あ
る
■
は
な
く
、
”
中
市
古

の
卒
業
者
名
簿
で
も
、
私
共
は
初
め
の

方
の
頂
に
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
厩
に

‘
夫
の
時
代
で
は
な
い
こ
と
を
つ
く
づ

く
感
ぜ
ぎ
る
を
得
な
い
の
で
あ
る
．

さ
て
、
私
は
こ
の
と
こ
ろ
二
十
年
に

わ
た
っ
て
、
環
境
■
全
式
は
庵
栞
物
処

理
業
務
に
従
下
し
、
自
然
の
大
切
さ
と

そ
の
保
全
に
は
、
市
に
■
着
を
も

っ
て

い
る
も
の
で
あ
る
。

瀬
戸
内
湿
の
工
静
か
な
船
旅
で
、
点

た
と
す
る
小
さ
な
ル
の
石
や
上
が
採
収

一
さ
れ
、
赤
肌
を
見
せ
て
い
る
婆
は
、
お

よ
そ
景
色
の
ぶ
ち
こ
わ
し
で
あ
つ
＝
し

ヽ
限
り
で
あ
る
。

富
士
の
“
峰
も
眠
ら
れ
た
所
以
外
か

ら
は
煙
突
や
工
場
が
肛
前
に
入
ら
ず
に

見
ら
れ
る
Ｌ
こ
ろ
は
少
な
く
な
っ
て
き

て
い
る
。

ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
は
、
我
が
家
の
外

ま
わ
り
の
“
露
、
人
ノ
キ
の
色
ま
で
、

４
所
の
計
可
を
要
す
る
こ
と
と
し
．
白

然
の
景
観
を
そ
こ
な
う
こ
と
の
な
い
よ

う
、
自
然
と
人
間
活
動
と
の
調
和
を
図

っ
て

，
る
の
で
あ
る
。

狭
い
日
本
、
人
口
は
増
加
し
、
生
産

活
動
は
旺
盛
で
、
勤
勉
の
お
蔭
も
あ
っ

て
、
経
済
大
国
と
な
っ
て
い
る
こ
と
は

ま
こ
と
に
喜
ば
し
い
限
り
で
あ
る
が
、

余
り
に
も
自
然
を

，
大
に
し
過
ぎ
て
い

る
面
に
な
い
か
、
こ
の
辺
で

一
度
見
●

し
て
見
て
に
し
い
も
の
で
ぁ
る
．

山
の
木
を
切
り
過
ぎ
れ
ば
洪
水
が
、

無
理
な
田
拓
は
土
砂
く
ず
れ
を
起
す
。

都
市
の
過
度
の
集
中
は
人
の
生
命
を

相
当
に
無
駄
に
お
と
し
て
い
る
こ
と
は

枚
挙
に
い
と
す
が
な
い
。

大
気
、
河
川
、
湖
沼
、
海
洋
の
汚
染

は
少
し
油
断
を
す
る
と
す
ぐ
限
界
に
達

し
よ
う
と
し
、
一■
近
は
フ
ロ
ン
ガ
ス
の

問
題
が
宇
●
地
球
大
の
課
題
と
た
り
つ

つ
あ
る
。

こ
の
原
稿
を
言
い
て
い
る
と
き
テ
レ

ビ
は
入
問
川
に
シ
ア
ン
が
流
出
し
た
こ

と
を
報
じ
て
い
る
。

腹

切

の

記′
期
　
今
関
　
智
吉

例
年
の
関
東
四
七
回
の
六
十
三
年
浙

年
会
は
出
席
十
三
名
。
談
、
偶
々

「切

腹
」
に
及
ぶ
。
ホ
ヤ
ホ
ャ
は
志
日
、
大

村
、
古
傷
は

，
村
等
の
話
几
。
い
ず
れ

も
兄
事
な
傷
跡
で
あ
る
．
教
え
る
と
出

席
者
の
半
数
が
肛
な
ら
ぬ
腹
に
傷
持
つ

″
。
当
日
欠
席
だ
っ
た
が
、
片
山
氏
も

真
新
ら
し
く
、
鴫
谷
博
士
も
二
度
に
亘

る
大
手
術
に
耐
え
て

，
ハ
ビ
ツ
中
．
そ

こ
で
、
夫
々
病
因
は
異
る
が
．
傷
痕
の

涅
ま
し
い
方
々
の
中
で
、
新
人
の
大
村

氏
、
古
傷
の
中
村
氏
に
、
又
曰
下
予
備

軍
で
腹
を
擁

っ
て
せ
る
杉
工
映
画
監
笞

に
夫
々
一
文
を
計
し
て
も
ら
い
、
参
考

と
す
る
。

記

大
村
　
三
郎

私
は
日
赤
医
療
セ
ン
タ
ー
で
六
ヶ
月

行
に
胃
ル
の
検
査
を
受
け
て
い
た
。　
一

昨
六
＋

一
年
夏
、
腸
の
Ｓ
字
結
腸
に
大

き
な
ボ
ツ
ー
プ
が
あ
る
こ
と
が
判
り
、

昨
六
十
二
年
二
月
、
内
視
鏡
を
入
れ
て

そ
れ
を
除
去
し
た
。
同
じ
年
の
六
月
に

診
て
貨
う
と
同
じ
所
に
又
ポ
リ
ー
プ
メ

発
生
し
て
お
り
、
情
査
の
結
果
、
一
一性

の
も
の
と
診
断
さ
れ
た
。
ｔ
月
に
人
０

て
同
部
分
を

，
ｍ
手
術
に
よ
っ
て
取
り

除
ｔ
た
。

折
か
ら
甲
子
Ｈ
野
球
大
会
の
Ｌ
勁
で

あ
り
、
新
聞
で
、
わ
が
静
高
も
出
場
す

る
こ
と
を
知
っ
た
。
毎
日
病
院
の
冷
房

の
●
で
暮
し
て
い
た
の
で
、
こ
の
年
の

著
さ
も
ピ
ン
と
来
な
か
っ
た
が
、
こ
の

記
事
を
見
て

「あ
あ
、
一夏
に
な
っ
た
の

だ
な
あ
」
と
思
っ
た
。

人
月

一
日
に
退
院
し
た
が
、
忽
ち
腸

刀
工
を
起
こ
し
て
い
る
事
が
判
っ
た
。

折
返
し
、
ま
た
入
院
し
て
九
月
末
に
よ

う
や
く
全
供
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

今
年
の
一
月
の
関
東
四
七
回
の
■
で

出
“
し
た
諸
君
の
約
半
数
が

「切
肛
」

に
類
す
る
病
気
を
経
験
し
て
い
る
こ
と

を
知

っ
た
。

「ぁ
ぁ
、
皆
七
十
の
年
を

越
え
た
の
だ
な
あ
」
と
思
っ
た
。
益
々

健
康
に
気
を
つ
け
て
、
来
年

一
月
も
元

気
で
会
お
う
。

×
　
　
　
　
　
　
　
×杉

江
　
敏
男

在
京
凹
七
回
の
新
年
会
席
上
、
開
疵

手
術
を
受
け
た
者
が
工
名
と
問
い
て
び

つ
く
う
し
た
。
見
事
な
傷
跡
を
表
示
し

，

っ
て
、
そ
の
ヽヽ
ミ
ズ
ぅ
ば
れ
の
大
き

さ
を
自
慢
す
る
の
も
．
手
術
後
の
経
過

が
順
調
な
回
復
を
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
ま
す
は
腹
一切
り
め
で
た
し
め
て
た

し
で
あ
る
。
小
生
も
大
腸
ポ
リ
ー
プ
が

あ
り
、
七
年
前
に
除
去
手
術

を
受

け

た
。
開
及
せ
ず
肛
円
か
ら
大
瘍
ス
コ
ー

プ
を
入
れ
取
り
去

っ
た
。
以
来
、
年

一

回
検
査
し
て
ポ
リ
ー
プ
が
大
き
く
な
０

た
ら
除
去
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
腹

」
　
し

日
本
は
無
資
源
口
で
あ
り
、
産
業
は

三
と
し
て
加
工
産
業
で
あ
る
か
ら
、
当

然
の
こ
と
と
し
て
、
産
業
廃
棄
物
の
山

が
日
来
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
り
、
こ

の
両
画
も
真
剣
に
考
え
な
け
れ
ば
、
自

然
の
破
壊
に
つ
た
が
る
も
の
で
ぁ
る
。

そ
れ
は
量
質
共
に
大
気
、
河
川
、
海

洋
、
■
壌
等
の
自
然
吸
収
力
を
は
る
か

に
超
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
、
■
に
排

出
者
自
ら
が
無
公
害
化
と
減
容
の
責
‘

を
資
わ
な
い
限
り
″
人
さ
れ
な
い
の
で

あ
る
が
、
世
流
の
慣
行
が
い
ま
だ
に
完

全
に
は
解
消
さ
れ
て
０
な
―
の
は
■
念

な
こ
と
で
あ
る
．

人
間
生
活
は
常
に
自
然
と
共
に
あ
り

自
然
の
恩
意
を
受
け
て
い
る
の
で
あ
る

か
ら
も

っ
と
も

っ
と
自
然
を
愛
し
、
白

然
を
大
切
に
し
、
自
然
と

，
手
を
し
て

詞
和
を
図
つ
な
が
ら
、
文
明
Ｌ
文
化
を

〓
受
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
失
に
幸

福
が
増
す
も
の
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
よ
い
自
然
を
将
来
に
残
す

こ
と
が
■
世
に
生
を
受
け
る
も
の
の
大

事
な
責
任
で
あ
る
。

終
り
に
、
夏
の

，
子
回
大
会
優
勝
渡

返
還
の
際
、
静
中
の
ペ
ナ
ン
ト
が
見
え

な
ｏ
が
注
目
し
て
見
て

，
る
も
の
で
ぁ

る
が
、
母
在
の
限
り
な
い
降
昌
を
祈

っ

て
ベ
ン
を
お
く
。
　
　
　
駄
文

，
証
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切
り
予
備
軍
と
し
て

，４
機
」
し
て
い

る
次
第
で
あ
る
。

大
腸
、
直
場
の
ボ

，
―
プ
発
見
は
便

に
血
液
が
付
声
し
て
い
る
の
を
発
見
す

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
排
便
の
時
使

を
よ
く
見
る
こ
と
。
そ
れ
に
は
和
式
ド

イ
レ
が
最
薇
。
最
近
息
子
と
同
居
す
る

こ
と
と
な
り
和
式
―
イ
ン
を
洋
式
ト
イ

レ
に
変
え
た
の
で
己
が
分
身
を
つ
く
づ

く
眺
め
る
こ
と
が
出
来
な
く
な

っ
た
。

時
々
逆
向
き
に
腰
か
け
て
眺
あ
る
が
、

水
没
が
早
く
て
困

っ
て
い
る
。

お
っ
て
、
ま
る
四
月
＋
九
日
に
大
腸

検
査
。
ポ
リ
ー
プ
ニ
ケ
を
取
り
無
事
パ

ス
。
こ
れ
で
七
ロ
ロ
．
毎
年
四
月
に
定

期
的
に
内
視
鏡
を
入
れ
ら
れ
る
。
便
秘

だ
け
が
』
み
の
■
．
で
も
元
気
で
春
ん

で
い
る
。

Ｘ
　
　
　
　
　
　
Ｘ中

ヽ
　

，
夫

用
し
て

「Ｅ
切
っ
の
ん
び
り
男
の
一

生
」
手
術
胚
三
回
、
十
年
前
胃
の
手
術

が
最
後
で
す
。
手
術
の
“
さ
は
余

，
感

し
な
か
っ
た
。

中
内
中
背
、
■
に
と
ま
で
は
云
え
な

い
が
、
中
学
で
は
ス
ポ
ー
ツ
に
は
出
し

ゃ
は

，
の
方
で
弓
道
都
が
正
、
テ
ニ
ス

卓
球
が
臨
時
雇
、
野
な
に
も
関
“
し
た

し
、
ラ
′
ビ
ー
は
寄
せ
集
め
て
部
を
創

立
．
水
泳

（ボ
ロ
）
、
す

，
カ
ー
は

一

軍
の
線
習
台
に
な

っ
た
り
で
、
狡
長
に

は
文
句
の
一［
わ
れ
通
し
で
あ

っ
た
。

息
子
の
結
婚
披
露
宴

ｍ

円
¨
　

一ホ
ロ

四
月
十
八
日

月^
）十
八
時
か
ら
レ
ス

ト
ラ
ン
・
プ
ラ

，
で
開
か
れ
、
浅
賀
、

梅
村
、
大
庭
左
、
大
庭
官
、
梶
原
、
川

森
、
回
中
、
冨
回
、
永
日
、
山
日
、
静

岡
か
ら
小
泉
隆
君
加
わ
り
、
本
年
に
入

り
平
口
、
小
泉
英
君
死
去
、
そ
の
他
数

名
入
院
中
の
由
、
健
康
談
議
に
華
が
咲

き
、
二
＋
時
校
歌
を
歌

っ
て
餃
会
。
次

回
は
＋
月
＋
七
日
（月
）同
時
同
所
で
。

息
子
の
結
婚
狡
露
宴

式
は
場
ち
が
い
で
あ
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
が
、
経
過
報
告
を
兼
ね
て
七
十
才

に
し
て
息
子
に
教
え
ら
れ
た
ヽ
話
を
さ

せ
て
戴
き
ま
す
。

０
　
昨
年
二
月
初
め
陣
美
さ
ん
の
お
父

上
の
大
田
先
生
か
ら
、
お
話
し
た
い
こ

と
が
あ
る
と
い
う
の
で
、東
京
駅
の
「銀

の
鈴
」
で
落
合
い
ま
し
た
。
天
回
先
生

と
は
本
仇
で
す
の
で
、
て
っ
き

，
碁
を

打
つ
話
だ
と
勝
手
就
み
を
し
て
い
ま
し

た
ら
、
「実
は
…
…
」
と
い
う
こ
と
で
、

■
美
さ
ん
を
容

一
の
嫁
に
ど
う
か
と
い

う
お
話
で
し
た
。
書
類
を
拝
■
す
る
と

博
美
さ
ん
の
方
が
二
柾
程
背
が
高
い
。

「永
口
先
■
、
そ
れ
は
駄
自
で
す
、
残

念
で
す
」
と

，
う
天
田
先
生
の
ご
意
見

て
し
た
が
、
と
も
か
く
息
子
の
意
見
を

聞
い
て
み
ま
す
と
、
書
類
を
お
預
り
し

て
帰
り
ま
し
た
。
息
子
に

，
せ
ま
し
た

と
こ
ろ

「十
丈
で
は
な
い
。
問
題
は
中

味
だ
」
と
。
こ
う
し
て
こ
の
ご
縁
が
始

ま
り
ま
し
た
。

０
　
私
は
商
売
柄
ｉ
千
お
し
ゃ
べ
つ
て

す
が
、
容

一
は
ど
ら
ら
か
と
い
う
と
家

黙
で
、
年
令
の
差
も
あ
り
、
こ
の
頃
何

を
考
え
て
い
る
の
か
さ
っ
ば

，
分
り
ま

せ
ん
。
家
内
の
方
が
泊
の
相
手
を
し
、

■
ら
そ
こ
か
ら
世
か
な
情
報
を
■
て
い

ま
し
た
。
博
美
さ
ん
と
の
お
話
の
進
行

状
況
は

，
女
の
世
上
を
と
お
し
て
天
ロ

先
生
か
ら
ヽ
間
き
す
る
次
第
て
し
た
．

私
に
な
っ
て
、
双
方
規
友
を
交
え
て
、

四
人
で
歓
談
し
た
こ
と
、

「僕
は
友
人

を
大
切
に
し
て
い
る
。
家
庭
を
■

っ
て

も
そ
れ
に
支
障
が
あ

っ
て
は
国
る
。
た

か
ら
友
人
に
見
て
も
ら
っ
た
」
こ
と
が

伝
わ
り
、
息
子
仲
々
や
る
わ
い
と
思
い

ま
し
た
。

０
一　
お
お
む
ね
お
話
が
ま
と
ま

っ
て
き

た
頃

「ど
う
い
う
と
こ
ろ
が
気
に
い
っ

た
の
か
」
と
質
し
ま
す
と

「
お
お
ら
か

で
、
少
し
抜
け
た
と
こ
ろ
が
あ
る
か
ら

気
が
安
ま
る
。
嗚
正
し
ゃ
囚
る
が
、
頭

は
い
い
ん
だ
」
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

０
こ
れ
か
ら
二
人
に
皇
み
た
い
こ
と

証
も
が
世
■
の
中
で

一
モ
大
切
な
も

の
は
自
分
だ
Ｌ
思
っ
て
し
ま
す
。
だ
が

そ
れ
を
夭
越
え
て
他
人
を
自
分
以
上
に

，
一一す
る
な
ん
て
、
こ
ん
な
す
晴
ら
し

，

こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
然
し
、
何
事
で

あ
れ
、
よ
い
結
果
と
い
う
も
の
は
、
そ

れ
に
注
―
だ
情
熱
の
■
度
と
そ
れ
に
娑

し
た
時
間
の
長
さ
と
の
一●
に
正
比
例
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
し
、
更
に
そ
れ
を

手
に
入
れ
る
過
■
に
は
幾
多
の
障
害
が

横
た
わ

っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

「歩
み
来
る
者
に
は

″
や
す
ら
ぎ
″
を
。

去
り
行
く
者
に
は

″
十
わ
せ
″
を
」
と

刻
ま
れ
た
ギ
リ
ッ
ー
神
般
の
御
神
体
は

″
Ｚ
単
〓
Ｏ
Ｒ
ヽ
■
言
ヨ
筍
″

（自
然
は

飛
躍
せ
ず
）
だ
そ
う
で
あ
り
ま
す
。
立

派
な

，
一を
作
り
上
げ
る
に
は

一
，

■

歩

ふ
み
し
め
て
前
進
す
る
努
力
と
忍
耐
が

必
要
で
す
．
―――
登
り
に
た
と
え
れ
ば
、

二
人
は
今
、
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
張
る

と
こ
ろ
で
す
。
二
人
の
行
手
に
は
、
断

あ

ヽ
神
風
特
別
攻
撃
隊

故
金
子
保
君
に
棒
ぐ

５５
川
　
野
中
　
　
篇

企
子
■
呟
か
し
ｔ
ね
．
君
は
社
国
の

急
を
よ
う
べ
く
神
風
■
別
〓
撃
隊
十
ｎ

官
と
し
て
、
沖
綱
に
出
撃
、
昭
和
二
十

年
四
月
六
日
、
市
西
諸
島
附
近
の
洋
上

に
於
て
、
敲
戦
艦
日
本
け
て

，
烈
に
竹

攻
よ
＋
し
た
。
時
に
君
は
二
＋
四
オ
、

現
在
叶
海
“
中
尉
、
特
政
”
π
後
、　
二

け
，

特
進
少
ム
と
な
っ
た
。

特
攻
は
成
不
不
明
と
た

っ
て

い

る

が
、
貰
は
言
か
工
機
計
共
■
事
腋
班
に

，
入
せ
し
も
の
と
堅
く
信
し
て
い
る
。

，
，

で
前
真
過
ぎ
る
君
た
る
が
よ
、

か
か
る
壮
烈
な
戦
死
を
送
げ
ら
れ
し
■

は
誠
に
お
に
の
種
み
で
あ
る
。

戦
時
中
、
数
多
の
尊
い
命
が
犠
性
と

な
り
、
戦
争
末
期
に
は
戦
況
苛
烈
を
極

め
、
二
十
余
人
の
純
真
な
著
者
が
、
●

国
の
急
を
よ
う
べ
く
特
“
で
市
の
海
を

血
に
染
め
、
海
の
ま
お
と
消
え
た
。

最
近
の
生
活
回
転
は
、　
一
ロ
ビ
ー
ル

三
分
の
一
本
、
日
本
酒
三
合
、
三
六
五

日
本
み
な
し
。
草
む
し
り
、
テ
一
ス
、

旅
行
と
マ
ル
ビ
の
枠
内
で
ど
う
や
ら
楽

し
ん
で
居
ま
す
。

田
病
、
脅
か
し
談
を
書
け
と
の
こ
と

で
し
た
が
、
か
け
離
れ
て
し
ま
っ
た
。

最
近
の
政
治
屋
、
役
人
共
で
に
よ
い
世

の
中
は
皇
め
な
い
の
で
怒
ら
ず
、
の
ん

び
り
票
ら
す
の
が
健
康
を
保
つ
に
は
一

千
で
す
。
現
在
、
心
配
し
て
腹
を
擦
っ

て
い
る
ル
エ
君
以
外
の
方
々
よ
、
お
医

者
さ
ん
に
任
せ
て
手
術
を
し
て
も
、　
一

度
大
国
地
獄
の
出
入
口
を
見
物
し
て
来

れ
ば
必
ず
治
り
ま
す
の
で
、
ま
だ
ま
だ

こ
れ
か
ら
の
余
生
を
す
っ
き

，
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

摯
、
ク
レ
バ
ス
が
あ
り
、
嵐
の
日
も
あ

る
で
し
ょ
う
。
本
日
ご
参
加
頂
き
ま
し

た
皆
様
、
ど
う
か
今
後
共

，
に
触
れ
二

人
を
漱
励
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。
皆
ｔ

の
絶
大
な
ご
協
力
を

，
ま
し
て
、
こ
ん

な
に
素
晴
し
い
工
露
■
が
■
て
ま
し
た

こ
と
を
両
家
を
代
表
し
て
心
か
ら
厚
く

御
礼
申
し
上
げ
ま
す
．
本
日
は
大
変
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ｔ

Ｃ

性

ｔ
▼
Ｃ
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し

し

其
の
追
骨
は

，
底
深
く
洸
ん
で
、
回

収
出
来
な
い
が
、
そ
れ
は
特
性
と
な
っ

た
君
達
の
忠
誡
の
■
帆
が
、
そ
の
ま
ま

共
処
に
あ
る
●
を
意
味
す
る
。

国
難
を
よ
う
れ
、
性
■
し
た
君
〓
の

儀
性
の
精
神
は
、
永
久
に
■
処
に
生
き

て
い
る
。

君
は
譲
岡
域
内
尋
常
高
寺
小
学
菫
、

静
岡
中
学
、
浜
松
高
等
工
業
を
事
業
後
、

名
古
屋
帝
国
大
学
在
学
中
、
昭
和
十
八

年
九
月
、
第
十
三
劇
穆
Ｔ
予
価
学
■
と

し
て
入
隊
し
、
後
に
右
の
如
く
故
幸
さ

れ
た
。　
・

当
時
工
学
部
は
在
学
中
の
人
隊
及
び

特
攻
共
、
猶
予
が
あ

っ
た
が
、
言
は
白

ら
真
の
志
願
を
し
て
、
■
と
枚
っ
た
。

之
が
た
め
僕
は
君
の
餃
■
に
一
層
敬

弔
の
念
を
禁
じ
得
な
い
．

だ
が
僕
は
■
攻
を
●
し
て
、

，
政
な

も
の
と
し
て
讃
え
る
の
で
は
な
い
。

，
ろ
共
の
反
対
で
、
君
達
の
嘱
性
は

戦
争
終
結
の
一
因
と
な
り
、
現
代
の
平

和
繁
栄
の
礎
と
な
っ
た
。
か
か
る
平
和

の
先
駆
者
と
し
て
の
■
■
を
心
か
ら
長

歌
す
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
僕
白
ツ
、
年
は
で
三
回
も
命

拾
い
を
し
た
だ
け
に
、
■
の
ヽ
■
”
死

に
対
し
て
、
他
の
方
々
以
上
に
深
い
開

心
が
あ
る
の
だ
。

ま
た
、
同
級
の
方
々
は
人
望
の
厚
か

っ
た
君
の
死
を
大
変
泄
し
み
な
が
ら
、

命
口
そ
の
他
詳
し
い
■
は
誰
も
知
ら
な

い
。
君
が
性
に
自
分
の
最
期
を
皆
■
に

伝
え
て
く
れ
と
語
つ
か
け
て
来
る
声
が

間
え
る
様
な
気
が
し
て
、
何
等
か
の
形

で
君
の
供
工資
を
し
度
い
と
戦
後
思
い
“

け
て
来
た
の
で
、
こ
こ
に
君
と
の
思
い

川
の
一
端
を
記
し
た
。

一
部
の
方
か
ら
は
、
戦
後
四
十
三
年

も
艦

っ
た
今

，
、
何
枚
か
か
る
追
陣
文

を
書
く
の
か
と
の
御
批
判
も
い
た
だ
い

た
が
、
逆
に
四
十
余
年
も
桂

っ
た
今
だ

か
ら
こ
そ
、
君
に
こ
の
文
を
書
く
〓
味

が
あ
る
わ
け
で
あ
り
、
今
に
な
っ
て
も

更
に
性
を
含
め
君
の
死
を
惜
し
む
人
々

の
多
い
■
を
知

っ
て
い
た
だ
き
度
い
ん

で
あ
る
。

そ
し
て

，
代
の
我
国
の
平
和
は
．
全

国
戦
性
オ
三
百
十
余
万
人
の
■
ｔ
人

，

と
、
そ
の
御
遭
族
及
び
そ
の
他
の
方
々

の
こ
の
上
な
い
悲
嗅
の
上
に
条
か
れ
た

と
い
う
す
を
、
■
ヽ
す
る
と
人
々
は
四

十
４
年
の
歳
月
の
流
れ
と
共
に
ヽ
れ
か

け
て

，
る
。
自
分
達
の
人
柱
の
上
に
築

か
れ
た
平
和
で
あ
る
と
の
■
い
を
十
■

に
新
た
に
し
て
は
し
い
と
君
バ
語

，
か

け
て
来
る
声
が
間
え
る
よ
う
な
気
が
す

る
お
、
政
て
今
だ
か
ら
こ
そ
こ
の
手
紙

を
音
―
た
の
で
ぁ
る
．

草
隊
で
三
回
も
命
拾
ｔ
を
し
た
僕
は

現
在
こ
こ
に
友
の
追
悴
文
を
言
い
て
い

る
自
分
の
居
る
す
が
不
思
議
に
さ
え
思

わ
れ
、　
一
つ
渾
命
が
違
え
ば
、
君
が
供

の
追
性
文
を
書
い
て
く
れ
る
事
も
充
分

あ
り
得
る
事
と
■
う
と
運
命
と
は
証
に

分
ら
な
い
も
の
で
あ
る
．

ま
た
こ
れ
を
書
い
た
別
の
訳
と
し
て

は
、
後
に
記
す
理
由
も
あ
る
し
、
君
に

ｉ
う
日
が
か
な
り
近
く
な
っ
た
ん
と
い

う
事
も
あ
る
。

当
時
動
い
頃
よ
う
国
の
為
に
尽
す
事

こ
そ
最
高
の
美
徳
だ
と
散
え
ら
れ
た
我

々
の
年
代
の
者
に
、
■

，
の
足
非
等
考

え
る
余
裕
は
な
か
っ
た
。

人
事
は
勢
―
を
増
し

，
蓮
の
人
に
日

前
に
迫

っ
て
い
た
か
ら
ね
。
自
分
が

，

を
惟
性
に
し
て
消
さ
な
け
れ
ば
、

，
一す

る
家
ム
や
同
胞
に
火
に
包
ま
れ
て
し
ま

う
の
だ
。

■
は
身
を

，
し
て
人

，
を
消
す
為
に

人
の
中
に
身
を
投
し
た
。
■
達
の
尊
い

犠
性
が
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
火
は
消
え
た

の
だ
。

特
玖
最
後
の
別
れ
の
水
盃
を
交
に
す

■
の

，
、
次
々
に
飛
立
つ
特
攻
機
、
日

の
九
の
鉢
巻
を
き
り

，
と
し
め
て
、
愛

機
に
乗

っ
て
永
久
に
帰
ら
ぬ
旅
路
に
飛

立
つ
君
を
、
右
手
を
上
げ
腕
を
ち
ざ
れ

ん
ば
か
り
に
回
し
て
、
何
崎
迄
も
見
送

る
僚
友
■
部
下
達
、
如
何
に
心
身
共
に

餓
え
ら
れ
た
君
で
あ

っ
て
も
、
■
攻
は

さ
ぞ
悲
■
な
苦
し
い
も
の
で
あ

っ
た
ろ

う
と
、
考
え
る
だ
に

，
の
引
締
る
思
い

が
し
．
其
の
時
の
■
の
姿
を
想
像
し
共

の
尊
ｔ
気
■
を
思
う
度
に
今
も
胸
が
姉

み
、
流
る
る
捩
を
抑
え
る
事
が
出
来
な

思
ヽ
起
せ
ば
市
ｍ
城
内
尋
常
高
等
小

学
校
（
通
称
尋
高
と
言

っ
た
）
四
年
生
の

者
と
僕
は
或
る
私
の
日
、
清
水
山

（谷

注
山
）
に
■

っ
た
。

（当
時
の
受
持
は

蛉
木
し
ま
先
生
で
、
先
日
二
十
二
年
ぶ

り
で
お
電
話
し
、
お
互
い
に
換
か
し
く

て
、
延
べ
二
峙
問
以
上
も
お
話
を
し
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
全
子
君
の
御
霊
の
引

合
せ
に
よ
る
も
の
と
思
い
ま
す
）

君
は
僕
を
誘

っ
て
山
の
■
に
あ
る
ア

ン
テ
ナ
の

一
千
上
の
船
形
の
所
目
ざ
し

て
登
り
出
し
た
。　
一
〇
〇
人
の
山
の
■

に
あ
る
為

一
五
〇
米
の
塔
に
登
る
の
と

同
じ
で
あ
り
、
流
石
腕
白
小
僧
で
は
引

を
と
ら
な
―
積
り
だ

っ
た
性
も
怖
く
て

内
心
震
え
て
い
た
。
当
時
、
君
と
性
は

「
か
れ
さ
ん
」

「あ

っ
ち
ゃ
ん
」
と
呼

，

っ
て
い
た
ね
。

■
迄
登
っ
た
君
の
声
が
し
た
。

「あ

っ
ち
ゃ
ん
、早
く
登
っ
て
来
い
よ
」
「
か

わ
さ
ん
．
い
い
景
色
だ
な
あ
。
世
は
違

中
で
■
っ
て
眺
め
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

言

っ
た
が
、
実
は
た
が
“
ん
で
仲
々
登

れ
な
か
っ
た
の
だ
。

安
定
感
の
悪
い
オ
の
上
か
ら
見
る
の

で
あ
り
、　
一
二
〇
本
の
上
か
ら
見
る
地

上
は
恐
怖
の
高
さ
で
あ
る
。
や
っ
と
の

思
い
で
上
迄
登
っ
た
が
、
こ
の
時
の
“

さ
は
君
の
思
い
出
と
共
に
深
く
僕
の
胸

の
裡
に
残

っ
て
い
る
。

そ
し
て
此
の
は
い
出
多
い
清
水
山
の

下
に
、
当
時
の
安
西
の
招
■
社
が
多
転

し
て
現
在
の
護
口
神
社
が
あ
る
。

遺
書
、
軍
帽
、
勲
章
、
Ｔ
刀
等
に
四

ま
れ
た
■
の
世
影

（以
上
の
選
影
Ｉ
迪

品
、
御
母
上
枚
金
子
ｉ
非
様
御
提
出
）

が
何
に
も
こ
の
市
水
山
の
ア
ン
テ
ナ
を

当
時
を
懐
か
し
む
か
の
如
く
抑
い
で
い

る
事
も
誠
に
奇
し
き
因
緩
で
あ
る
。

ま
た
、
賤
機
――‐
の
地
獄
●

（普
通
は

登
つ
降
つ
不
可
能
な
瞼
し
い
崖
道
）
を

何
回
も
豊
り
降
０
し
た
の
も
、
何
時
も

お
が
■
に
立
ち
小
学
校
の
『
か
ら
■
の

勇
気
あ
る
行
動
に
は
■
は
常
に
よ
服
し

て
い
た
。

ま
た
小
中
学
校
と
も
学
業
も
運
動
も

共
の
他
几
て
の
点
に
ス
い
て
君
は
世
よ

り
常
に

一
段
上
で
あ

っ
た
。
■
と
小
魚

を
と

っ
た
外
Ｗ
、
対
象
的
に
満
々
と
言

い
水
を
た
た
え
た
中
堀
、
栄
市
盛
衰
、

見
霜
業
年
月
を
■
凛

せ
る
曖
●
城
跡
の

苔
む
し
た
石
垣
．
君
と

一
泄
に
岬
を
と

っ
た
小
学
校
の
上
手
の
松
の
大
木
、
今

は
亡
き
恩
師
自
丼
安
彦
先
生
、
鈴
木
秀

●
先
生
、
共
の
他
の
議
発
生
及
び
使
か

し
い
友
の
顔
等
々
が
走
馬
灯
の
ょ
う
に

次
々
と
浮
ん
で
来
る
。

ま
た
中
学
五
年
生
の
頃
の
君
は
、
少

年
と
し
て
は
信
り
切

っ
た
も
の
を
感
じ

さ
せ
ら
れ
た
の
は
唯
よ
だ
け
で
は
な
か

っ
た
と
思
う
。

■
政
で
命
件
げ
し
　
か
の
友
の

瞼
に
浮
ｒ
　
　
去
き
日
の
言

し
　
」
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安
ら
か
に
眠
れ
と
思
う
　
国
の
為

命
‘
け
し
　
　
君
や
４
し

者
同
の
岳
市
健
児
友
が
き
と

共
に
学
び
し
　
　
頃
や
使
か
し

思
い
出
せ
ば
、
市
中
時
ヽ
、
ユ
練
や

体
操
の
時
間
に
校
庭
か
ら
眺
め
る
最
色

―
四
に
浅
間
山
が
見
え
、　
一
本
松
が
あ

り
、
■
に
賤
俊
山
が
北
に
伸
び
て
竜
爪

山
が
笙
え
、
共
の
右
に
生
峰
富
士
を
仰

ぐ
景
色
は
、
二
十
年
以
上
経
っ
た
今
も

は
っ
き

，
と
脳
挫
に
刻
み
つ
け
ら
れ
て

い
る
。

そ
し
て
腋
庭
か
ら
見
る
此
の
景
色
は

静
“
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
々
全
部
が

静
岡
を
思
ヽ
出
し
た
時
、
其

っ
先
に
瞼

に
浮
ぶ
景
色
で
あ
り
自
分
の
背
〓
時
代

の
思
ｔ
出
の
象
徴
そ
の
も
の
で
あ
る
．

さ
て
、
僕
が
卒
業
以
来
中
学
の
“
才

●
を
阿
か
れ
静
中
と
答
え
た
Ｌ

「ｉ
同

中
学
で
す
か
、
現
在
の
静
国
高
校
で
す

ね
。
あ
そ
こ
に
静
岡
県
で
は

一
番
良
い

学
校
で
す
ね
」
と
、
学
生
時
代
に
は
殆

ど
意
識
し
て
い
な
か
っ
た
言
■
を
他
の

方
か
ら
数
回
問
き
、
今
■
の
如
く
、
中

学
校
百
拾
年
、
小
学
校
百
■
年
の
伝
統

あ
る
両
校
を
イ
美
し
た
事
に
誇
を
感
じ

大
変
有
難
く
思
っ
て
い
る
。

こ
の
伝
統
は
勿
論
、
計

，
生
、
計
先

輩
、
長
の
他
第

一
線
に
て
‘
界
に
活
耀

さ
れ
た
同
窓
詣
氏
の
築
き
上
げ
て
来
ら

れ
た
も
の
で
あ
る
事
は
言
う
ま
で
も
な

し
が
、
命
を
捧
げ
て
平
和
を
■
ち
取

ぅ

て
く
―■
た
■
達
の
蔭
の
力
を
も
決
し
て

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
思
い
つ
つ

こ
の
便
り
を
書
ヽ
て
ヽ
る
．

さ
て
、
中
学
ェ
年
生
の
頃
の
君
は
、

掟
の
実
の
兄
渡
辺
一局

静^
市
下
四
十
八

珈
）
と
数
多
く
の
点
で
全
く
同
じ
道
を

辿
っ
た
。

（僕
は

，
方
の
担
父
の
家
を

継
い
だ
た
め
野
中
と
な
っ
た
）

兄
と
同
じ
道
と
は
、
工
長
で
競
■
部

員
で
中
距
離
選
手
で
あ

っ
た
し
、
応
援

団
長
、
委
員
長
守
で
あ
る
。

時
は
昭
和
七
年
四
月
、
場
両
は
ま
岡

中
学
校
運
動
会
々
場
に
剪
る
。
小
学
校

四
年
の
僕
ヒ
ニ
人
は
憧
れ
の
市
中
の
通

動
会
を
見
に
行

っ
て
い
た
ね
。

政
域
戦
が
終
り
最
後
の
分
列
●
進
て

剣
を
表
い
て
颯
爽
と
上
■
を
と
る
几
を

君
は
大
変
褒
め
て
く
れ
．
兄
に
世
れ
て

し
る
と
も
言

っ
て
く
れ
た
。

そ
し
て
君
の
死
後
四
十
余
年
経

っ
た

今
も
、
■
と
同
じ
道
を
辿

っ
た
■
の
事

を
、
人
ご
と
と
は
思
え
す
異
常
な
ｆ
君

の
戦
死
に
円
心
を
示
す
の
も
実
に
そ
の

た
め
で
あ
る
。
そ
の
兄
も
＋
六
年
前
、

五
十
七
オ
で
他
界
し
た
。

さ
て
、
去
午
七
月
、
収
母

（瓜
父
、

渡
辺
修
、
関
西
同
窓
会
副
会
長
、
市
中

四
十
五
期
、
京
大
キ
の
妻
）
の
亡
く
な

っ
た
時
、
前
同
へ
行

ｏ
た
。

使
か
し
き
帰
ら
ぬ
過
去
を
亡
き
人
を

に
び
つ
つ
来
し
　
静
岡
の
地
に

Ｌ
こ
し
え
に
眠
れ
と
思
う
亡
き
人
よ

こ
の
美
し
き
ふ
る
さ
と
の
地
に

せ
き
人
―
そ
れ
は
亡
く
な
ら
れ
し
、

城
内
小
学
校
及
び
静
中
の
恩
師
の
方
々

特
に
和
歌
の
師
、
西
田
重
雄

，
生
始
め

小
中
学
技
共
同
期
の
内
族
秀
“
君
、
風

入
欣
夫
、
高
須
秀
夫
、
堀
川
映

一
郎
、

洲
丼
清
、
増
Ш
茂
美
の
諸
君
、
真
の
他

の
級
友
達
、
ま
た
大
正
の
終
う
か
ら
昭

和
五
年
迄
、
静
■
の
ま
頭
を
動
め
た
実

の
父
、
渡
辺
弘

（通
称
ラ
ッ
キ
ョ
ー
又

は
ラ
ッ
ツ
ア
ン
）
や
、
永
年
不
三
高
女

（
■
■
棄
高
女
）
の
ま
師
を
勤
め
た
実
の

■
、
渡
辺
し
ん
来
の
他
．
収
文
、
な

，

等
親
し
い
人
た
の
死
に
理
う
の
は
、
此

上
な
く
悲
し
い
事
だ
。

だ
が
、
か
れ
さ
ん
や
内
藤
う
雄
君
と

な
口

一
綺
に
週

っ
た
外
颯
の
道
で
、
昔

と
変
ら
ぬ
さ
な
し
た
石
垣
を
跳
め
な
が

ら
共
の
死
に
対
す
る
自
ら
の
慰
め
の
言

葉
を
考
え
た
。

―
数
年
戌
ヽ
は
数
千
年
の
多
少
の
早

ｔ
退
し
の
差
は
あ
れ
、
長
し
宇
Ｉ
の
歴

史
か
ら
見
れ
ば
暉
き
す
る
■
の
ほ
ん
の

僅
か
な
時
間
の
差
で
あ
ろ
う
。

人
間
何
れ
は
皆
元
ぬ
の
だ
。
何
等
＝

別
変

っ
た
事
で
は
な
い
と
―
。

そ
し
て
弟
さ
ん
金
子
迪
氏

（静
中
■

六
十
三
拠
）
を
訪
ね
て
お
詣
つ
を
し
度

い
と
思

っ
た
が
、
金
子
氏
の
御
都
合
が

悪
く
之
は
果
せ
な
か
っ
た
。
し
か
し
電

話
に
て
御
遺
族
の
御
声
を
問
き
、
僕
の

詢
の
裡
を
伝
え
る
事
が
出
来
て
大
変
嬉

し
く
、
永
年
の
心
の
つ
か
え
の
一
端
が

時
れ
た
■
い
が
し
た
。

私
事
な
が
ら
現
在
代
は
家
内
と
二
人

平
几
で
は
あ
る
が
平
和
な
日
々
を
過
し

て
ヽ
る
。
退
戦
後
の
海
味
と
し
て
庭
に

池
を
つ
く

，
、
四
十
桓
か
ら
七
十
五
肛

の
節
触
二
十
匹
近
く
を
飼
い
、
そ
の
世

話
を
す
る
の
と
息
子
夫
婦
や
孫
達
が
訪

ね
て
来
る
の
を
●
よ
り
の
楽
し
み
と
し

て
い
る
。

飢
に
“
を
単
に
工
せ
て
与
え
る
と
、

指
迄
遺
あ
る

，
馴
れ
て
言
り
、
本
当
に

可
愛
ら
し
い
も
の
で
あ
る
。

（同
窓
の
方
で
い
廻
に
趣
味
を
お
お

ち
の
方
は
、
証
に
恐
柿
な
が
ら
御
電
話

下
さ
れ
度
く
、
拙
宅
に
来
て
健
を
見
て

ｏ
た
だ
き
、
飼
市
法
の
注
意
点
な
ど
御

指
導
い
た
だ
け
れ
ば
誠
に
〓
い
で
す
）

か
か
る
平
几
な
が
ら
平
和
な
口
々
を

送
れ
る
の
も
君
達
の
専
い
犠
性
の
上
に

あ
る
●
を
思
い
、
毎
日
感
謝
の
日
々
を

過
し
て
い
る
。

我
々
の
年
代
の
者
が
若
い
方
々
に
残

訃
悲
惨
極
り
な
き
戦
争
を
語
り
肛
ぎ
、

再
び
か
か
る
悲
削
の
た
ら
ぬ
よ
う
に
す

る
事
こ
そ
、
嬌
社
と
な
ら
れ
た
方
々
べ

の
真
の
よ
養
で
あ
る
。

最
後
に

，
構
城
内
尋
常
高
等
小
学
校

及
び
静
岡
中
学
校
の
亡
く
な
ら
れ
た
恩

師
と
、
戦
争
で
鶴
社
と
な
ら
れ
た
方
々

の
御
冥
福
を
心
か
ら
ヽ
祈
り
中
し
上
ぐ

る
次
第
で
あ
る
。

君
と
の
想
い
出
は
た
馬
●
の
！
う
に

次
々
と
尽
き
な
い
が
、

「
か
ね
さ
ん
、

安
ら
か
に
眠
っ
て
く
れ
」

君
が
壮
烈
に
よ
■
し
た
沖
組
の
海
は

今
は
あ
く
迄
碧
く
平
和
そ
の
も
の
で
あ

り
、
特
“
機
の
爆
〓
に
代

っ
て
旅
容
機

の
血
「音
が
時
々
快
く
響
い
て
い
る
。

遺
書
の
中
の
辞
世
の
軟

に
あ

る
如

く
、
君
が
死
を
離
し
て
願
っ
た
浚
国
の

平
和
は
空
前
の
繁
栄
を
見
せ
、
世
界
に

冠
た
る
■
を
こ
こ
に
■
に
強
く
伝
え
た

唯
々
今
は
ご
兵
福
を
析
る
の
み
だ
。

従
も
．
何
れ
そ
の
中
に
は
君
に
蓬
―
に

行
く
。
そ
の
時
は
ヽ
互
い
に
侠
か
し
さ

が

一
杯
で
、
何
か
ら
話
し
て
い
い
か
分

ら
ず
贅
る
話
が
尺
き
な
い
だ
ろ
う
ね
。

「
か
ね
さ
ん
さ
よ
う
な
ら
」

去
り
し
日
の
前
同
時
代
か
の
友
と

共
に
学
び
し
頃
や
懐
か
し

安
ら
か
に
眠
れ
と
思
う
懐
か
し
き

友
の
え
が
お
の
　
思
い
山
き
る

●
■
で
平
和
腋

っ
て
戦
死
せ
し

君
や
尊
し
　
靖
国
の
神

遺
書

（原
文
の
ま
ま
）

御
両
親
様

―
二
十
有
余
年
の
並
々
な
ら
ぬ
御
黄

育
、
感
謝
感
激
に
堪
え
ず
、
厚
く
御
礼

中
上
げ
ま
す
。
不
肖
の
身
に
て
、
家
系

を
継
ぎ
得
ず
し
て
征
き
ま
す
不
孝
の
平

何
卒
御
容
肛
下
さ
い
。
幼
少
よ
り
■
住

の
み
中
し
ま
し
た
が
、
自
分
の
信
し
た

´

・
　

　

´

‘
ヽ

ｒ
ヽ

ｔ

Ｃ
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ｔ

し

適
を
真
直
ぐ
に
進
み
得
た
私
は
本
当
に

辛
理
児
で
し
た
。

愈
々
大
君
の
御
析
と
し
て
、
最
後
の

御
オ
公
を
致
す
時
が
参
り
ま
し
た
。
沢

は
菖
ん
で
餃
っ
て
行
き
ま
す
。
皇
国
の

弥
栄
を
信
し
て
、
■
州
護
■
の
礎
た
ら

ん
事
を
誓
い
ま
す
。

軍
人
と
し
て
之
以
上
の
名
誉
に
ぁ
り

ま
せ
ん
。
最
後
の
研
問
迄
、
絶
対
慎
ｉ

を
期
し
、
工
一任
を
果
す
党
Ｉ
で
す
。

御
両
親
讐
の
御
長
寿
を
■
か
け
て
御

祈
り
申
上
げ
ま
す
。

姉
妹
弟
　
御

一
統
様

弟
と
し
て
又
几
と
し
て
、
何

一
つ
尺

し
得
で

，
く
″
、
皆
さ
ん
ど
う
そ
許
し

て
下
さ
い
。
私
な
き
後
は
年
老
い
た
ろ

父
母
様
に
充
分
孝
養
を
尽
く
し
、　
一
技

協
力
し
て
、
金
子
家
の
家
並
を
挙
げ
て

下
さ
い
。
大
生
の
一
角
か
ら
普
さ
ん
の

御
成
功
を
常
に

，
っ
て

，
り
ま
す
。

期
戚
の
皆
様
．
恩
師
、
航
空
医
に
メ

け
る
話
教
官

御
厚
情
御
素
陶
に
対
し
．
心
か
ら
徊

礼
申
上
げ
ま
す
。
御
高
恩
の
方

一
に
も

報
い
得
す
し
て
征
く

，
、
何
イ
仰
許
し

下
さ
い
。
必
死
必
中
御
期
待
に
そ
う
●

心
で
居

，
ま
す
。

（中
唯
）

改
郷
の
甘
様
に
も
．
呉
々
も
ｉ
政
く

お
伝
え
下
さ
い
。
何
願
い
■
し
ま
す
。

（中
略
）

道
実
と
写
■
の

一
部
向
封
ュ
し
ま
す

か
ら
御
受
納
下
さ
い
。

我
ｔ
の
ち
君
に
棒
げ
て
今
ぞ
散
る

す
め
ら
み
く
に
の
弥
栄
信
し
て

海
軍
中
尉
　
　
金
子
　
沢

峙
攻
出
撃
を
前
に
し
て

御
両
親
穏
、
姉
妹
弟
、
御

一
統
様

（遣
書
は
右
以
外
、
同
時
に
突
入
す

る
部
下
の
方
々
の
階
級
氏
名
年
令
及
び

親
御
様

へ
破
華
の
速
綺
蠣
む
旨
の
記
載

あ
り
、
オ
自
分
の
遺
品
及
び
身
辺
■
理

等
に
つ
い
て
の
詳
細
な
る
依
頼
事
項
あ

り
、
原
文
は
右
の
二
倍
以
上
に
及
び
遣

髪
入
の
封
書
の
宛
先
は
、
御
父
上
、
故

金
子
恵
雄
様
、
御

一
統
様
宛
と
な
っ
て

い
る
）

君
達
が
命
を
鷹
け
て
克
ち
取

っ
て
く

れ
た
現
代
の
平
和
を
感
謝
し
つ
つ
、
僕

は
君
の
御
冥
福
を
祈

っ
て
い
る
。

特
攻
の
友
が
残
せ
し
遺
書
を
読
み

言
葉
無
く
し
て
涙
あ
ふ
る
る

友
の
遺
書
見
償
れ
し
文
字
も

そ
の
ま
ま
に

駒
の
痛
み
て
し
ば
し
ど
う
こ
く

静

国

人

雑

感

６０
期
　
里
見
元

一
郎

先
日
、
■
祟
君
か
ら

『原
稿
‘
”
」

が
あ
り
、
に
し
そ
う
な
彼
に
つ
い
同
情

し
た
の
が
逆
の
尽
き
の
始
ま
う
で
、
し

か
も

，
柔
不
断
の
性
格
も

，
い
し
て
こ

こ
に

一
文
を
単
す
る
羽
日
に
な
っ
た
。

最
近
前
岡
の
高
‘
や
中
学
の
こ
と
が

よ
く
話
題
に
な

っ
た
。
概
し
て
ナ
し
く

無
い
こ
と
ば
か
り
で
、
受
験
資
“
を
事

前
に
制
限
し
た
と
か

，
女
の
差
を
付
け

た
と
か
、
卒
業
ア
ル
メ
ム
に
写
真
を
ど

う
の
こ
う
の
と
、何
や
ら
う
る
さ
い
。
一

般
に
ヽ
岡
県
の
こ
と
は
新
聞
短
に
な
る

の
が
珍
し
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
出
る

の
を
喜
ん
で
い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、

概
し
て
市
岡
は
話
電
性
に
乏
し
い
。
い

つ
か
の
寸
又
峡
の
事
件
は
そ
の
意
外
で

鮮
烈
だ

っ
た
。
何
年
前
の
事
か
忘
れ
た

が
、
す
件
の
中
象
は
ま
だ
強
烈
に
残

っ

て
，
る
。
何
時
も
春
眠
暁
を
覚
え
ず
の

風
潮
に
馴
染
ん
で
い
る
静
同
人
と
し
て

何
や
ら
新
聞
種
に
な
る
こ
と
は
刺
シ
に

な

っ
て

，
い
面
も
あ
る
が
、
今
度
の
場

合
は
理
不
尽
に
ヽヽ
サ
イ
ル
の
連
続
攻
撃

を
受
け
た
よ
う
な
も
の
だ
。
し
か
し
、

何
故
に
天
下
の
大
新
間
が
穏
や
か
で
平

和
な
静
同
を
”
一細
な
こ
と
で
集
中
攻
撃

す
る
の
か
。
静
岡
に
は
企
九
ユ
の
大
政

治
家
の
た
題
の
傘
が
無
い
か
ら
だ
ろ
う

か
。
い
や
い
や
そ
ん
な
も
の
は
無
い
方

が
良
い
。
や
０
ば
り
細
か
い
こ
と
に
気

を
●
い
す
ぎ
る
静
国
人
の
一
¨
い
症
で
細

Ｉ
の
仕
過
ぎ
だ
っ
た
の
か
。

話
は
違
う
が
大
体
苛
岡
と
山
梨
は
十

か
ら
仲
が
長
く
な
か
っ
た
。
富
士
山
の

頂
上
の
所
有
権
を

，

っ
た
廿
の
こ
と
は

さ
て
普
く
と
し
て
も
、
野
本
の
山
静
大

会
で
は
市
岡
代
表
テ
ィ
ー
ム
の
工
跨
が

半
永
久
的
に
立
き
、
山
梨
の
人
は
こ
れ

を
根
に
も
っ
て
い
た
。
僕
の
大
学
に
来

た
山
梨
県
出
身
の
可
愛
ら
し
い
女
子
学

生
の
日
か
ら

『吉
は
静
同
の
テ
ィ
ー
ム

に
邪
庵
さ
れ
て
甲
子
国
に
出
ら
れ
な
か

っ
た
』
な
ど
と
ｍ
く
と
、
僕
は
大
き
く

う
な
ず
い
て
、
常
て
鎧
莉

一
触
で
相
手

を
相
手
と
し
な
か
っ
た
栄
光
の
日
々
を

回
頭
し
て
悦
に
入
っ
た
り
し
た
が
、
今

は
そ
う
は
い
か
な
く
な
っ
た
。
野
本
で

も
山
梨
が
強
く
な
り
ヽ
静
同
は
弱
い
０

郷
上
の
人
雄
今
川
表
元
は

，
雅
だ
が
弱

か
っ
た
と
い
う
印
ま
だ
。
反
対
に
山
梨

は
嵐
の
よ
う
な
信
玄
ブ
ー
ム
に
柳
い
て

い
る
。
温
泉
も
結
構
湧
き
出
ろ
し
、
河

口
湖
―
山
■
刊
の
一
大
リ
ブ
ー
ト
地
域

は
日
党
ま
し
い
発
展
ぶ
り
だ
し
、
市
萄

酒
も
い
い
。
戌
念
な
が
ら
螢
柑
か
ら
は

酒
は
で
き
な
い
。
●
て
は
山
梨
か
ら
些

か
な
前
岡
に
出
稼
ぎ
に
来
て
、
ま
柑
や

お
茶
を
術
み
、
裕
福
な
海
岸
沿
し
の
家

庭
を
見
て
帰
り
、
静
岡
か
ら
は
嫁
を
貰

わ
ぬ
、
貰
え
ば
家
が
慢
れ
る
、
と
言
っ

て
ｔ
た
山
梨
人
が
、
今
や
大
―
に
気
勢

が
半
が

っ
て
、
薇
く
坐
か
で
あ
る
。
お

お
ら
か
で
あ
る
。
き

っ
と
生
徒
に
細
か

い
こ
と
は
言
わ
な
い
の
だ
ろ
う
。
自
由

に
す
て
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
間

題
は
起
っ
て
も
問
題
に
な
ら
な
い
。
と

こ
ろ
が
静
同
は
ど
う
だ
。
気
弱
で
細
か

過
ぎ
る
久
点
が
あ
る
。
豊
か
で
あ
れ
ば

兄
せ
な
い
欠
■
も
追
い
込
ま
れ
る
と
暑

露
さ
れ
る
。
女
子
の
受
験
を
認
め
な
い

の
は
静
回
の
人
が
女
性
の
力
を
自
ら
過

小
評
価
し
て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

静
耐
の
女
性
は
明
る
く
穏
や
か
で
頭
が

良
い
。
高
校
に
入
れ
れ
ば
純
情
型
の
男

子
を
引
ち
張

っ
て
進
歩
さ
せ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
。
ど
し
ど
し
円
戸
は
開
放
す
べ

き
た
。
見
た
く
な
ｏ
人
間
の
姿
を
花
の

精
に
換
え
る
の
は
鹿
法
■
の
や
る
こ
と

で
、
人
間
業
を
越
え
て
い
る
。
成
長
の

過
程
に
は
色
々
の
こ
と
が
あ
る
よ
、
と

腐
場
に
世
え
る
分
け
”
り
の
人
間
に
な

つ
た
い
も
の
で
あ
る
。
も

っ
と
名
円
県

ら
し
く
悠
々
と
し
て
、
市
岡
独
■
の
ゆ

っ
た
り
し
た
人
物
を
育
て
て
魏
し
い
。

負
け
る
が
勝
ち
と
は
良
く
言

っ
た
。
し

な
や
か
な
弱
さ
を
む
し
ろ
良
し
と
す
る

哲
学
も
あ
る
。
そ
の
点
で
や
た
ら
持
に

か
か
っ
て
弱
さ
に
つ
け
込
む
大
″
＝
と

派
手
好
き
の
論
理
で
押
す
東
京
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ズ
ム
は
野
蛮
で
あ
る
。
静
同
は
■

■
で
使
し
ヽ
と
こ
ろ
だ
。
細
二
は
■
て

気
さ
く
で
ゆ

っ
た
り
生
き
る
気
風
を
誇

う
に
し
よ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
僕
が
在
学
し
た
頃
の

市
中
の
野
球
部
は
■
か
っ
た
。
対
静
商

戦
で
は
１０
１
１
く
ら
い
で
負
け
た
。
し

か
し
、
投
手
の
入
百
兄
弟
の
少
し

，
い

が
生
真
面
日
な
投
球
動
作
は
思
い
は
し

て
も
使
か
し
く
、
美
し
か
っ
た
。
武
器

庫
の
前
の
グ
ラ
ン
ド
で
瓶
習
す
る
姿
は

絵
の
よ
う
だ
っ
た
。
負
け
て
も
気
品
の

あ
る
よ
う
な
人
が
よ
い
。
静
中
で
の
教

育
に
は
戦
時
中
ゆ
え
悲
し
０
こ
と
も
あ

し
　
し
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頭
．
腹
見
に
く
く
突
き
出
し
て
．
と
で

も
見
ら
れ
た
さ
ま
で
な
い
。

成
内
か
ら
静
同
と
、
名
前
が
変
わ
っ

た
高
校
を
、
出
て
か
ら
冬
ｔ
北
国
に
遊

学
し
、
勤
め
た

，
が
河
欧
と
雲
■
の
山

日
県
下
開
。
給
料
が
安
い
安
い
と
云
い

な
が
ら
、　
一
皿
五
＋
円
の
河
豚
さ
し
を

石
に
酒
オ
食
ら
い
あ
げ
、
当
た

っ
た
●

が
一肛
勤
〓
。
北
は
南
部
藩
八
戸
か
ら
、

■
の
お
江
戸
を
中
泄
ぎ
に
、
世
浜
、
神

戸
、
阿
波
の
徳
島
、
無
法
松
の
小

，
す

で
、
上
折
り
教
え
て
十
と
二
回
の
家
移

り
。
女
房
子

，
に
は
雛
が
ら
れ
、
家
共

は
，

タ
ガ
タ
、
歯
も
ガ
タ
ガ
タ
。

最
後
の
勁
あ
は

，
の
四
果
か
下
間
に

出
戻
っ
。
楽
し
み
の
久
方
振
り
の
河
豚

さ
し
も
、
と
て
も
高
く
て
．
そ
う
し
ば

し
ば
口
に
は
入
ら
ず
、
お
陰

，
、
一，
に

当
た
る
こ
と
も
な
く
、
■
人
生
活
を
無

事
卒
業
．

Ｉ
ｔ
お
こ
せ
ば
勁
め
の
始
め
、
日
本

の
景
気
は
■
っ
ｉ
．
■
回
日
本
の
■
き

る
道
、
加
工
■
２
の
花
盛
っ
。
加
工
貿

易
の
中
心
に
、
港
と
に
海
工
業
地
帯
。

逓
良
く
勤
め
た
逓
輸
省
浩
湾
局
。
日
本

の
海
の
あ
ち
こ
ち
で
、
湿
底
証
っ
て
航

路
を
■

，
、
出
て
き
た
土
砂
で
埋
め
立

て
の
一
挙
両
得
．〓
Ｌ
う
し
て
出
来
た
臨

海
工
業
川
地
．
鉄
鋼

・
石
油
な
ど
な
ど

の
大
型
工
業
は
増
産
に
次
ぐ
又
●
産
。

工
場
は
拡
張
に
次
ぐ
又
拡
張
。
原
料
輸

送
の
賀
物
船
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
云
う

う
ち
に
、
出
て
き
た
の
が
甲
狡
で
野
球

が
で
き
る
五
十
万
噸
の
化
物
．
製
品
輸

出
の
貨
物
船
。
現
わ
れ
出
で
た
る
大
型

の
高
能
本
の
コ
ン
テ
ナ
ー
船
。
■
う
貨

物
は
従
来
の
十
情
。
今
ま
で
の
■
■
で

は
、
狭
く
て
た
ち
よ
ち
コ
ン
テ
ナ
ー
の

山
．
必
要
な
埠
頭
の
幅
は
尾
崎
の
ド
ラ

イ
ビ
ン
グ
で
も
か
な
わ
な
い
三
百
米
．

こ
れ
で
は
今
迄
の
港
湾
計
画
で
は
、
小

さ
過
ぎ
て
ど
う
に
も
な
ら
な
い
。
北
ほ

北
海
道
碓
内
．
南
は
沖
縄
那

，
ま
で
の

大
き
い
事
は
良
ｔ
ｉ
と
、
日
本
国
十
あ

ち
こ
ち
の
港
湾
計
画
改
訂
件
業
。
日
夜

件
業
の
連
続
で
、
面
白
か
っ
た
が
忙
し

く
、
そ
こ
は
若
さ
で
な
ん
と
が
凌
ぐ
。

４

っ
た
計
画
ひ
っ
さ
げ
て
、
大
き
い

港
を
件
ろ
う
と
勇
Ｗ
出
糾
け
た
八
戸
に

着
い
た
途
端
に
、
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
。

そ
れ
以
来
、
港
湾
工
事
の
得
意
先
三
エ

泄
大
産
業
は
、
日

一
日
と
著
ち
日
の
ロ

々
．
か
て
て
加
え
て
公
書
や
環
境
破
襲

の
犯
人
と
、
あ
わ
ら
で
叩
か
れ
こ
ち
ら

で
突
か
れ
、
港
湾
屋
受
難
の
時
へ
．

よ
う
や
く
世
の
中
治
ま
っ
て
、
本
四

架
橋
ち
始
ま
っ
て
、
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン

ド
も
完
成
し
、
二
度
日
の
勁
め
の
神
戸

で
は
、
世
界
で
始
め
て
の
洋
上
空
港

・

関
西
空
港
を
ス
タ
ー
ー
さ
せ
、
お
疲
れ

さ
ん
と
最
後
の
勤
め
は
下
関
．

規
分
お
帰
ん
な
さ
い
、
と
、
十
馴
染

み
の
歓
迎
に
、
良
い
気
に
な
っ
て
て
ふ

と
気
が
ヽ
し
た
。
慣
れ
て
し
ま
っ
た
官

合
幕
ら
し
，
迎
え
が
来
れ
ば
、
親
子
と

も
ど
も
路
頭
に
迷
う
。
こ
り
ゃ
大
変
家

が
い
る
。
慌
て
て
探
せ
ど
金
は
な
し
。

よ
う
や
く
見
つ
け
た
兎
小
晨
。
こ
れ
で

や
れ
や
れ

一
安
心
。
子
分
ど
も
、
し
０

か
り
ｔ
ｉ
を
し
ろ
や
と
見
即
き
役
．

あ
ら
使
か
し
や
、
巡
り
合
い
た
る
同

級
の
Ｓ
氏
と
ヽ
ど
も
ヽ
身
の
、
身
工
さ

こ
れ
を
手
い
と
、
酒
の
希
は
同
霰
上
の

略
話
。
真
空
掃
除
機
の
化
物
で
、
し
わ

り
と
吸
い
取
る
水
俣
水
恨

＾
ド
ロ
。
よ

う
や
く
旨
く

，
き
掛
け
た
ら
、
は
い
、

永
い
問
ご
吉
労
さ
ん
。

二
度
日
の
勁
め
は
、
十
手
収
っ
縄
投

げ
銭
の
螢
形
親
分
誕
張
り
の
、
入
Ｔ
堀

の
一
角
の
ビ
ル
に
間
借
り
の
、
日
本
海

洋
円
発
建
設
協
会
。
海
洋
工
事
に
た
ず

さ
あ
る
建
設
業
者
の
渠
ま
り
で
、
や
れ

ウ
オ
ー
タ
ー
プ
ロ
ン
ト
の
開
発
だ
、
や

れ
沖
合
人
工
島
の
建
証
だ
、
な
ど
な
ど

高
ま
る
議
論
の
ヽ
世
話
■
．

堅
い
十
脱
ぎ
捨
て
て
、
世
間
の
日
を

も
気
兼
ね
無
く
、
何
よ
り
嬉
し
い
自
由

時
間
の
増
加
。
こ
れ
ま
で
出
来
た
か
っ

た
ウ
イ
ー
ク
デ
ー
の
ゴ
ル
フ
．
や
れ
嬉

し
や
と

，
め
ど
も
、
き
つ
ば

，
ス
コ
ア

は
一泄
ら
す
。
し
か
ら
ば
と
、　
マ
イ
ク
片

手
に
カ
ラ
オ
ケ
歌
い
、
あ
ま
り
の
下
手

さ
に
和
客
逃
げ
出
す
。
家
に
帰
れ
ば
下

宿
の
小
父
さ
ん
。
女
房
子
供
の
実
れ
に

会
う
は
、
・給
料
小
遣
い
波
す
時
だ
け
。

後
は
邪
魔
物
拒
大
ゴ
・ヽ
．
狭
ヽ
我
が
家

の
片
隅
で
手
酌
で
■
ん
で
つ
た
た
●
す

れ
ば
、
少
に
で
て
く
る
．
密
か
に
思

っ

た
可
愛
い
子
、
悪
た
れ
戴
鬼
の
一
キ
ビ

面
。
た
ま
に
は
会
い
た
い
話
し
た
い
．

ィ
い
夏
の
中
子
同
．
一■

，
金
集
め
は

し
た
も
の
の
、
同
期
会
は
Ｈ
か
れ
ず
、

こ
れ
ぞ
ま
さ
し
く
幹
事
の
息
慢
。
ご
め

ん
な
さ
い
。
幹
事
充
分
反
省
し
。
今
年

は
必
ず
同
期
会
、
落
業
の
頃
に
開
く
つ

も
っ
。
是
非
是
非
皆
様
、
お
誘
い
合
わ

せ
て
出
て
き
て

，
．．
―
よ
。

さ
に

っ
て
ば
か
り
の
イ
ｉ
会
。
欠
席

裁
判
判
決
で
、
■
し
付
け
ら
れ
た
原
稿

用
紙
．
作
文
不
可
で
逸
ん
だ
上
方
。
今

，
ボ
ヤ
イ
テ
■
も
う
遅
い
。
酒
の
助
け

を
情
り
な
が
ら
、
■
日
を
埋
め
た
悪
文

駄
４
．
お
見
世
し
く
て

，
し
訳
な
い
．

追
記
　
本
稿
の
班
稿
ま
し
か

，
倉
良
松

君
が
亡
く
な
ら
れ
ま
し
た
。
幹
事
で
相

談
し

『●
高
関
東
同
班
会
有
志

一
同
』

と
し
て
仏
花
を
致
し
ま
し
た
。
長
査
君

の
ご
冥
福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
あ
げ

ま
す
。

人

生

一
区

切

７０
期
　
中
村
　
竜

ニ

城
内
の
兵
合
の
跡
に
入
学
し
、
拉
の

■
，
は
新
築
■
ズ
ン
浙
校
合
。
あ
れ
か

ら
■
に
三
十
と
●
余
年
。
あ
の
懐
か
し

い
学
び
今
も
．
歳
縦

，
傷
´
老
朽
化
、

取
り

，
さ
れ
て
跡
地
に
は
、
ま
た
ま
た

生
ま
れ
る
新
校
Ａ
Ｒ

ふ
と
気
が

，
く
と

ま
が
身
自
身
、
気
持
ち
に
若
い
つ
も
う

だ
が
、
人
生
五
十
年
既
に
過
ぎ
、
た
ま

に
出
会
う
同
級
■
、
顔
形
は
変
わ
ら
ね

ど
、
政
一に
刻
ま
れ
る
人
生
の
吉
労
。
人

ご
と
で
な
い
■
が

，
を
見
れ
ば
、
額
あ

が
つ
髪
薄
く
．
白
髪
混
し
り
の
ゴ
マ
塩

ｔ

Ｃ

ｔ

Ｌ

江
の
島
会

っ
た
が
、
吉
し
み
を
通
し
て
色
々
得
る

と
こ
ろ
も
多
か
っ
た
。

『印
高
』
と
い

う
ス
ロ
ー
ガ
ン
も
忘
れ
が
た
い
。
ど
ん

な
に
い
し
め
ら
れ
て
も
、
い
つ
も
高
さ

を
仰
ぐ
こ
と
が
人
間
の
生
き
る
気
骨
を

教
え
て
く
れ
る
。
最
近
は
ｔ
じ
め
を
■

■
に
半
げ
て
ｔ
る
が
、
人
間
は
０
し
め

ら
れ
て
、
そ
れ
を
業
に
し
て
育
つ
も
の

で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
こ
へ
行
く
と
…
―
●

や
も
う
止
め

よ
う
。
ア
メ
リ
カ
メ
ロ
本
を
い
し
め
て

い
る
と
言

っ
て
も
止
め
て
く
れ
る
教
師

も
大
新
日
も
ヽ
な
い
。
世
し
く
生
き
延

び
る
強
さ
を
持
つ
し
か
な
い
。
前
国
人

の
■
性
は
明
日
の
世
界
の
中
で
地
味
な

が
ら
光
を
よ
ち
、
し
な
や
か
な
気
立
て

の
良
さ
で
際
立
つ
と
信
し
た
い
。

第
４１
回

一
江
の
島
会
」
ご
案
内

一
、
口
叶
　
八
月
二
十
八
日
（
Ｈ
）
正
午

（十

一
時
よ
り

，
付
）

一
、
場
所
　
工
の
島
恵
比
寿
屋
派
館

（
馬
江
永
野
清
氏
経
常
）

一
、
会
費
　
七
千
円
、
女
性
六
千
円
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ト
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■

ヽ

１

●
●
■

■

・

●
‥
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〈記
念
写
真
へ
を
含
む
）

午
会
費
不
要

適
結
先
　
工
の
島
会
事
務
局

〇
四
五

（
皿
）
五
五
四
五

（
”
期
奥
沢
　
勝
―――
塗
よ
内
）

追
記
　
　
今
回
は
恵
比
寿
尾
旅
館

改
築
工
”可
の
た
め
開
催

日
を
変
更
し
ま
し
た
．

ア
ン

・
ド
′
バ
ン
の
手
記

ツ
■
ン
ソ
ン
化
肛
品
バ
ス
ケ
ッ
ト
チ

ー
ム
の
セ
ン
タ
ー
プ
レ
ー
ヤ
ー
の
ア
ン

・
ド
ノ
メ
ン
２
０
４
飢
の
名
前
を
新
凹

の
ス
ポ
ー
ツ
欄
で
ご
覧
に
な
っ
た
方
も

い
る
と
思
う
。

ア
ン
・
ド
ノ
パ
ソ
は
シ
ャ
ン
ソ
ン
化

粧
品
社
長
の
川
村
修
氏

＾
７７
剌
）
が
、

昭
和
“
年
の
Ｎ
Ｃ
Ａ
Ａ
仝
米
大
学
女
子

パ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
選
手
権
観
戦
中
に

|■  ,|1111.. |    ||
●●■●● ■ |

そ
ん
な
彼
女
が
．
瓢
曰
す
る
に
あ
た

り
静
岡
県
の
小
中
学
生
バ
ス
ケ
ッ
ト
建

手
に

一
通
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
て
い

っ
た
が
、
な
か
な
か
含
蓄
深
い
の
で
、

こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
、
紹
介
し
た
ｔ

と
思
う
。

―
―

「ス
ス
ケ
ッ
ー
を
仏
は
ヽ
―
間

愛
し
て
き
ま
し
た
。
小
さ
い
頃
か
ら
７

人
の
兄
弟
と
０
っ
し
ょ
に
な

っ
て
ゲ
ー

ム
に
興
じ
、
ズ
し
ん
で
き
ま
し
た
が
、

成
長
す
る
に
つ
れ
、
私
は

一
つ
の
基
本

的
な
ス
ボ
ー
ツ
観
を
信
じ
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
は

『
ス
ス
ケ
ッ
ト
は

ゲ
ー
ム
で
あ
り
、
何
よ
り
も
ま
す
●
受

す
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
」
と
い
う
こ

と
で
す
。

長
ヽ
間
の
選
手
生
活
で
私
は
古
病
に

耐
え
、
多
く
の
も
の
を
犠
牲
に
し
て
き

ま
し
た
が
、
そ
ん
な
大
変
な
時
で
さ
え

私
は
パ
ス
ケ
ッ
ト
ヘ
の
愛
を
失
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
、
ズ
ス
ケ
ッ
ー
は

私
に
貴
重
な
教
訓
と
し
て
、
ｍ
身
や
自

信
、
根
気
強
さ
と

，
っ
た
言
葉
の
真
の

意
ま
を
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
私
は
グ

ッ
ド
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
な
ろ
う
と
自
分
の

多
く
を
バ
ス
ケ
ッ
ー
に
献
げ
て
き
ま
し

た
が
、
逆
に
バ
ス
ケ
ッ
ト
か
ら
多
く
の

も
の
を
得
ま
し
た
。
そ
れ
は

，
力
と
汗

の
甲
ナ
あ
る
す
げ
ら
し
い
経

験

で

し

た
。私

を
支
え
て
く
れ
た
口
本
の
人
達
に

感
証
し
ま
す
。
ス
は
こ
こ
日
本
で
私
の

バ
ス
ケ
ッ
ト
を

，
レ
ー
で
き
た
こ
と
を

と
て
も

，
し
て
ｔ
ま
す
」

（
８６
川
　
殿
岡
裕
規
）

平
”
午
“
約
四
＋
歳
と
い
う
か
つ
て
の

中
子
日
球
児
た
ち
も
、
息
を
切
ら
し
な

が
ら
の
奮
戦
と
組
成

っ
た
。

初
め
て
の
試
み
と
い
う
こ
と
で
、
午

齢
秒
成
な
ど
も
事
前
に
申
し
合
わ
せ
が

あ
り
、
二
＋
代
四
人

三
二
十
代
三
人

・

四
十
代
以
上
二
人
と
し
た
。
た
だ
し
、

「
現
在
な
み
の
体
力
の
若
手
に
本
気
で

に
う
ら
れ
て
、
勘
の
に
ぶ
っ
た
ｏ
ｌ
ト

ル
が
け
が
で
も
し
た
ら
囚
る
」
と
し
う

声
も
あ
つ
．
ピ
ッ
チ
ー
ー
だ
け
は
三
十

人
以
上
と
い
う
制
限
付
き
と
な

っ
た
．

メ
ン
バ
ー
は
、
静
高
が
三
十

一
人
．

静
商
が
二
十
七
人
の
総
勢
五
十
八
人
．

登
録
メ
ン
共
―
全
員
が
出
場
し
た
。
静

高
の
監
者
は
宗
野
徳
大
郎
氏

（Ｏ
Ｂ
会

長
―
五
十
五
歳
）
で
．
出
坊
し
た
三
十

一
人
の
内
．
甲
子
同
経
験
者
は
二
十
三

人
を
教
え
た
．

試
合
の
方
は
、
静
高
が
昭
和
三
十
五

年
に
夏
の
甲
子
Ы
て
準
優
勝
し
た
時
の

資
金
バ
ッ
テ
リ
ー
石
口
勝
広
さ
ん

三
匹

辺
尚
さ
ん
の
二
人
を
送
り
込
ん
だ
が
、

二
塁
打
二
本
な
ど
で
二
点
を
と
ら
れ
、

四
回
に
船
川
証
■
野
球
部
監
有
の
´
イ

ム
ツ
ー
で

一
点
を
返
し
た
も
の
の
反
聖

は
こ
こ
ま
で
．
五
回
に
は
静
商
Ｏ
Ｂ
の

戸
塚
庭
さ
ん

（現
池
折
日
高
校
野
ホ
都

監
督
―
四
十

一
歳
）
の
ラ
イ
ー
ス
タ
ン

ド
ヘ
の
ホ
ー
ム
ラ
ン
で
と
ど
あ
を
さ
さ

れ
た
。

夏
の
中
子
国
大
会
県
子
選
を
絆
え
て

逆
転
て
二
年
連
続
勝
刹

初
の
０
日
戦
も
開
催

静
高
対
静
南
野
球
部
定
期
戦

今
年
で
戦
後
三
十
回
日
と
い
う
節
曰

に
あ
た
る
静
高
対
静
市
野
球
部
定
ｕ
”

が
、
五
月
二
日
の
憲
法
記
念
Ｈ
に
青
空

の
広
が
る
●
岡
草
確
■
場
で
行
わ
れ
、

逆
●
ま
た
逆
転
と
い
う
ス
リ
リ
ン
グ
な

試
合
艮
用
の
末
、
前
高
が
六
―
四
で
接

戦
を
も
の
に
し
．
二
年
連
続
の
勝
利
を

節

っ
た
。

昭
和
五
年
の
あ
の
大
覧
訳
合
を
記
念

し
て
、
■
年
か
ら
始
ま
っ
た
●
高
●
静

市

当^
時
は
静
中
対
静
商
）
野
求
都
定

期
峨
は
、
戦
前
は
昭
和
十
七
年
ま
で
入

回
行
わ
れ
、
第
二
次
大
戦
で

一
時
中
断

さ
れ
た
も
の
の
．
両
校
生
従
や
Ｏ
Ｂ
、

熱
狂
的
な
フ
ァ
ン
の
要
望
に
よ
り
．
昭

和
三
＋

一
年
に
再
開
さ
れ
た
。
今
年
は

戦
後
の
三
十
回
日
に
あ
た
り
、
こ
こ
数

年
に
わ
た
０
検
討
さ
れ
て
来
た
Ｏ
Ｂ
性

も
実
現
の
理
び
と
な
っ
た
。

定
剌
戦
に
先
立
ヽ
Ｏ
Ｂ
樅
が
午
前
十

時
に
ブ
レ
イ
ボ
ー
ル
．
検
司
は
さ
れ
て

来
て
い
た
も
の
の
、
円
泄
が
正
式
に
人

ま

っ
た
の
が
今
年
の
四
月
に
入
っ
て
か

ら
と
い
う
こ
と
で
、
日
頃
の
運
動
不
足

に
加
え
て
満
足
た
“
習
も
で
き
ず
に
、

に

し

見
ｔ
出
し
、
ス
カ
ウ
ト
し
た
全
米
女
子

ナ
ン
メ
ー
ワ
ン
セ
ン
タ
ー
で
、
シ
ャ
ン

ソ
ン
の
全
日
本
選
手
権
４
菫
勝
の
原
動

力
に
な
っ
た
選
手
で
あ
る
．

祉
女
は
な
か
な
か
の
美
人
で
、
県
内

の
チ
ビ
ッ
子
フ
ァ
ン
の
人
気
を
い
つ
も

独
古
し
て
い
た
が
、
こ
の
言
５
年
間
ブ

レ
ー
し
て
き
た
シ
ャ
ン
ソ
ン
の
ユ
ニ
フ

ォ
ー
ム
を
ぬ
ざ
、
ソ
ウ
ル
五
輪
を
め
ざ

す
米
国
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ー
ム
に
帰

っ
て

い
っ
た
。

し

し



"25号
真
剣
そ
の
も
の
の
■
役
高
校
球
児
に
比

べ
る
と
、
Ｏ
Ｂ
の
方
は
親
睦
ム
ー
ド
で

余
裕
た
っ
ぷ
り
。

「
三
＋
回
と
か
四
十

日
と
か
の
区
切
り
の
年
だ
け
で
な
く
、

ま
た
来
年
も
や
り
た
い
な
―
」
と
互
ｔ

の
健
間
を
読
え
合

っ
て
い
た
。

静
高
Ｏ
Ｂ
　
０
０
０
１
０
０
〇
一
１

静
両
Ｏ
Ｂ
　
ｌ
０
１
１
１
０
ｘ
一
４

気
軽
に
筆
を
漱

っ
て

お
送
り
く
だ
さ
い

静
高
―
静
商
定
硼
”
　
８
回
表
の
拉
高
の

，
Ｖ
．
１
死
１

・
３
塁
の
“

機
に
天
野
が
セ
ン
タ
ー
前
に
は
し
き
返
し
て
、
３
皐
ラ
ン
ナ
ー
の
岩
崎

を
迎
え
入
れ
て
逆
●
す
る
。
　
　

　
　

（写
真
提
供

・
静
岡
新
聞
社
）

４２
　
万
地
　
証
堆

皆
様
に
お
め
に
か
か
０
た
い
の
は
や

ま
や
ま
で
す
が
、
老
骨
お
っ
く
う
に
な

り
人
礼
し
て
い
ま
す
。
あ
し
か
ら
す
。

２
　
小
川
菩
次
郎

ｒ
ｉ
の
方
え

の
御
尽
力
で
、
市
中

・

前
高
関
東
２
川
会
な
ら
び
に
総
会
が
年

々
盛
大
に
行
な
わ
れ
ま
す
こ
と
は
嬉
し

い
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
思
い
も

か
け
な
か
っ
た
家
の
改
築
を
す
る
こ
と

に
な
り
、
日
下
●
住
い
で
体
の
調
整
に

精

一
林
と
い
う
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま

す
。

も
　
十
野
　
信
郎

千
葉
の
回
合
に
は
■
し
、
野
菜
Ｆ

，

を
し
て
お
り
ま
す
。
東
京
を
離
れ
疎
遠

に
な
り
”
訳
あ
つ
ま
せ
ん
。

“
　
伊
東
　
卓
商

二
月
に
“
期
同
窓
合
の
お
知
ら
せ
を

な
つ
か
し
い
方
々
の
お
名
前
で
い
た
だ

き
ま
し
た
。
上
曜
日
女
つ
と
め
で
欠
席

で
す
が
、
本
当
に
二
十
周
年
も
真
近
か

で
す
。
お
元
気
で
。

久
し
く
静
岡
に
も
行
き
ま
せ
ん
。
浅

問
さ
ん
や
、
静
中
枝
庭
か
ら
の
富
士
山

も
日
に
浮
か
び
ま
す
。
今
後
も
よ
ろ
し

，
　
近
藤
　
陽
三

相
変
ら
す
．
仕
事
と
ホ
ッ
ケ
ー

（睦

上
）
で
、
東
茶
西
た
し
て
せ
る
。
専
江

コ
ー
チ
と
し
て

一
昨
年
の
山
烈
国
体
で

は
総
●
輌
炒
。
昨
年
の
沖
縄
口
体
で
は

羊
優
勝
を
さ
せ
面
日
を
ほ
ど
こ
し
た
。

■
●
ｌｔ
昭
和
′
年
の
山
形
同
体

（
ネ
ッ

ヶ
ｌ
は
川
西
町
）
に
向

っ
て
着
々
と
成

果
を
あ
げ
つ
つ
あ
る
。ａ

　
西
日
′
之
介

同
窓
会
幹
事
の
皆
様
方
に
感
謝
い
た

し
て
お
り
ま
す
。

８
　

，
東
　
　
守

Ｉ
事
と
し
て
活
Ｆ
し
て
い
た
鈴
木
惣

吉
君
が
在
地
の

，
勢
で
、
“
月
２
日
脳

動
脈
辮
征
裂
で
倒
れ
て
か
ら
意
識
回
復

せ
ぬ
ま
す
０
年
１１
月
１８
日
死
去
、
都
イ

の
人
生
を
終
え
た
。　
一
週
間
前
の
電
話

が
最
後
、
ま
こ
と
に
茂
念
三
極
悲
し
い

事
で
あ
る
。
友
人
代
表
川
手
君
●
■
を

述
べ
、
同
期
生
架
い
て
野
辺
に
送
り
一
＾

福
を
す
る
。

“
　
大
村
　
磁
夫

ω
午
９
月
●
層
致
し
ま
し
た
。

孫

嫁^
い
だ
人
の
長
女
）
も

一
■
の

誕
生
日
を
迎
え
可
愛
く
な
り
ま
し
た
。

時
々
会
う
の
が
楽
し
０
年
今
に
な
り
ま

し
た
。

事
務
局
の
皆
々
様
の
ご
健
ル
を
お
折

´
　

　

　

´

‘

ヽ
ヽ
　

．く

一
方
、
■
役
の
定
川
戦
は
．
初
回
に

山
日
の
レ
ア
ー
の
頭
を
越
す
二
塁
打
や

村
松
の
セ
ン
タ
ー
両
ヒ
ッ
ト
な
ど
で
静

高
が
三
点
を
先
取
し
た
が
、
追
加
点
が

な
か
な
か
取
れ
ず
、
中
■
に
静
商
の
猛

追
に
遭
い
、　
一
時
三
―
四
と
逆
●
さ
れ

た
。し

か
し
、
入
回
に

一
死
満
塁
の
チ
ャ

ン
ス
を
作
り
、
天
野
の
三
湾
間
ヒ
ッ
ト

な
ど
で
三
点
を
入
れ
再
逆
転
。
そ
の
ま

ま
”
し
切

っ
た
。

●
確
球
場
に
は
．
ち
，
っ
と
し
た
ブ

ロ
野
■
な
み
の
約

一
方

一
千
人
の
フ
ァ

ン
が
つ
め
か
け
、
野
球
工
目
静
同
の
伝

統
の
一
■
に
、
大
き
た
声
′
を
送

っ
て

い
た
．

通
算
対
戦
成
績
は
静
高
の
十
九
麟
十

一
販

（戦
前
の
対
戦
を
含
め
る
と
、
二

＋

一
肱
十
七
敗
）
と
な
っ
た
。

静

高

　

３

０

０

０

０

ｏ

０

３

〇

一

６

静
南
　
０
０
０
０
２
０
２
０
〇

一
４

（高
）
掲
山
―
高
柳
、
岩
崎

（商
）
桑
久
ネ
ー
池
円

０
■
曇
打
　
山
口
２

（高
）

小
ホ
、
鈴
木
一工
（商
）

（
“
如
　
吉
水
　
広
）

（編
■
部
）

静
岡
の
皆
さ
ん
の
ご
”
力
に
感
謝
し

て
い
ま
す
。

来
号
は
、
ま
た
面
白
い
ニ
ュ
ー
ス
を

提
供
し
て
下
さ
る
と
光
木
氏
よ
り
逃
絆

が
あ
り
ま
し
た
。
期
待
し
て
い
ま
す
。

´
　

　

　

´

ｒ

ヽ

　

ｔ

、
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第 25'之ヽ
,大 幸長( 13)

し

し

り
申
し
上
げ
ま
す
。

げ
　
小
杉
　
証

一

人
生
五
十
五
年
と
な
り
、
そ
ろ
そ
ろ

第
二
の
人
生
、
ェ
層
の
こ
と
等
計
画
に

頭
を
悩
ま
す
此
頃
で
す
。

こ
の
と
こ
ろ
総
会
に
出
席
出
来
す
残

念
に
思

っ
て
お
り
ま
す
。
十
事
の
方
々

に
感
謝
致
し
ま
す
。

約
　
河
丼
　
良
夫

松
坂
こ
の
東
京
本
社
に
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
銀
座
に
お
出
か
け
の
節
は
ぜ

ひ
お
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

「
　
北
村
　
　
孝

海
上
保
安
庁
が
■

っ
て
ヽ
る
航
空
機

の
世
話
を
す
る
仕
事
に
携
わ

っ
て
い
ま

ｔ
置
が
間
の
運
輸
省
の
上
に
あ
る
航
空

管
理
官
と
い
う
セ
ク
シ
ョ
ン
に
居
り
ま

す
の
で
お
立
寄
り
下
さ
い
。

７０
　
遠
藤
　
藤
弥

ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の
営
業
に
携

っ
て
早

や
二
十
年
が
経
過
す
る
．
和
風
住
宅
用

か
ら
洋
風
住
宅
ツ
ー
バ
イ
フ
オ
ー
住
宅

向
け
が
特
に
増
加
し
て
い
る
の
が
こ
の

十
年
間
の
変
造
で
す
。
開
き
窓
や
出
窓

が
多
く
、
従
来
の
引
き
違
い
窓
は
一
軒

に
一
ケ
所
あ
る
か
な
し
か
。
色
も
白
か

黒
か
の
時
代
で
す
。

（新
日
軽
い
勤
務
）

ｍ
　
収
野
　
　
市

現
在
束
レ
輸
大
阪
本
社
勤
務
で
単
身

赴
任
中
で
す
。
同
茉
の
旭
化
成
の
世
古

社
長
が
菫
中
の
大
■
■
で
あ
る
こ
と
を

名
”
で
知
り
、
大
変
嬉
し
く
な
し
ま
し

た
。
世
古
社
長
の
ご
健
康
ご
活
躍
を
紙

上
を
お
か
り
し
お
祈
り
し
ま
す
０

７１
　
曽
●
　
幸

一

私
共
の
学
年
は
、
後
藍
弘
枝
さ
ん
の

御
世
話
で
、
数
人
の
方
々
と
旧
交
を
温

め
て
お
り
ま
す
。

７１
　
●
川
　
　
宏

本
部
同
窓
会
と
の
会
費
払
込
み
の
一

元
化
は
不
可
能
で
し
ょ
う
か
。
代
着
者

に
は
至
極
面
倒
で
す
が
‥
…
。

・
本
部
と
は
接
渉
し
て
い
る
の
で
す
が

色
々
問
題
が
あ
ら
て
無
航
中
で
す
。

（事
力
局
）

７２
　
仁
藤
　
宏
次

い
つ
も
遅
く
な
っ
て
中
訳
け
あ
り
ま

せ
ん
。
勁
あ
が
ら
勤
務
時
間
が
長
く
、

出
席
出
来
ず
、
す
み
ま
せ
ん
。

東
京
駅
大
丸
も
新
し
く
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。　
一
度
対
立
ち
よ
り
下
さ
い
。

一
階
に
お
り
ま
す
の
で
、
お
会
い
出
来

る
と
思
い
ま
す
。

“
　
山
野
　
武
尚

い
ア
イ
ザ
ッ
ク
の
課
長
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
会
社
の
社
長
が
市
高

（
３５
年

■
）
で
す
。
社
長
か
ら
同
窓
会
の
名
簿

を
見
せ
て
も
ら
い
、
も
う
東
京

べ
来
て

＾
年
日
で
す
の
で
、
同
窓
会
に
入
つ
た

い
と
思
い
筆
を
と
り
ま
し
た
。

尚
、
情
報
処
理
学
会
正
会
貝

・
電
子

情
報
通
●
学
会
正
全
員
で
す
の
で
、
学

会

に
入

り

た

い
人

を

推

せ
し

て
も

よ

い

　

四

八

で
す
。

”
　
池
ケ
谷
学
技
子

こ
の
度
、
四
月
よ
り
東
京
に
引
越
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。

二
月
に

，
橋
の
方
に

「
に
こ
に
こ
指

圧
」
を
開
業
し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
。

な
に
ぶ
ん
用
業
し
た
て
で
円
産
体
業

状
態
で
す
が
、
頑
振
ろ
う
と
思
っ
て

，

ま
す
。六

二
年
度
会
費
拠
出
者

（順
不
同

・
故
称
略
、
括
孤
内
Ｈ
数
）

昭
和
″
年
２
月
１
日
２
“
年
３
月
３１
日

期
別

〓
○
　
＝
谷
啓
作

三
三
　
僣
野
蕉
“

二
五
　
永
野
清

四
０
　
杉
本
四
朗
、
和
国
連
二

四

一　
山
口
栄

一

四
二
　
村
松
直
、
坂
野
陛
介
、
丼
上
カ

徳
、
菊
地
謙
雄

四
〓
一　
三
宅
ｔ
“
、
山
家
清

四
四
　
口
非

，
、
長
田
寿
■
、
小
沼
武

長
野
寿

一
郎
、
森
川
奉

四
五
　
伊
藤
板
三
、
黒
日
朋
彦
、
蝦
原

一
郎

四
六
　
篠
原
稿
、
八
木
嬌
司
、
角
昔
徳

就

四
ｔ
　
亀
山
敏
男
、
山
村
俊
夫
、
後
藤

卓
郎
、
野
口
其
、
■
津
川
太
郎

四

九

二

〇

五

一

五

二

五

〓
五

四

五

五

五

六
五

八

五
九

六
〇

し

に

新東京Fp副株式会社
ft*.n{ff1]t :fE l.H d: - roluD

■京都中央区入丁掘2-1-711'鋼 ビッン

TEL 03-553-3981(代 表)

内■・外■|・ ■形外科・■,踏 ■・扶

'.1根 `.|

院 上  ′」、 坂   1専:(67,切 )

住所 4it市 薔 口]丁 12-2
TEL 0557-83-3131

加
藤
博
、
岩
崎
鑑

〓

北
村
三

明
、
前
日
規

一
、
４
々
本
人
大

上
杉

一
郎
、
石
割
敏
夫

深
沢
八
郎
、
篠
原
博

鈴
木
孝
雄
、
下
山
富
太
郎
（
４
）

小
川
書
次
郎
、
肪
又
良
男
、
■

林
明

大
石
Ｍ
、
小
野

一
夫
、
望
月
昴

日
辺
言
次

高
丼
昴
、
た
野
資
郎
、
黒
岩
勇

三
、
山
日
道
也
．
杉
山
茂
樹

塚
越
修
、
古
野
Ｆ
郎

，
東
卓
画
、
山
口
隆
、
松
日
光

彦
、
山
口
弘
、
ｔ
々
木

，
夫

天
野
一〓
久
雄
．
富
回
澄
、
高
橋

礼
久
、
坂
田
秀
雄
、
加
藤
健
二

米
沢
正
次
、
森
下
恒
彦
、
望
月

修
、
鳥
居
義
彦
、
菅
稔

波
辺
武
男

望
月
志

一
、
鳥
村
Ｌ
、
日
熊
博

邦
、
須
―――
静
え
、
官
峙
仁

一
郎

背
――‐
勇
、
打
野
和
男
、
川
日
昭

青
木
静

，
、
酒
丼
哲
夫
、
長
谷

川
邦
三
、
丼
木
工

，
、
背
木
笙

近
藤
陽
三
、
大
村
和
ナ
、
原
淳

増
日
真

一
、
上
野
工

一
、
望
月

靖
久
、
朝
比
奈
正
二
、
本
田
豊

小
沢
将
男
、
小
沢
武
彦

山
本
工
之
助
、
鈴
木
正
己
、
鈴

木
明
、
渡
辺

，
、
服
部
昌
夫
、

野
沢
栄
司
．
山
本
正
〓
ヽ

，
原

■
大
郎

五
七

人間|:li鐘
病 院
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六

一

六
二

六

四

一・^
一
＾

六

七

六

入

七

〇

高
，

岳
史
、
花
見
久
、
宇
都
官

道
和
、
西
日
駿
之
介
、
長
瀬
“

大
●
富
士
男
、
大
石
次
男
、
八

木
貞
二
、
鈴
木
≠
、
相
羽
達
“

杉
木
■
貞

六
〓
一　
守
尾
寿
夫
、
海
野
沼
平

真
日
宗
明
、
大
石

一
ｍ
、

，
東

守
、
鈴
木
新
之
輌
、
遠
藤
良
司

茄
森
茂
、
深
兄

一
正
．
勝
山
弘

之
、
加
藤
平
三
郎

六
五
　
渡
辺
宏

一
、
益
頭
尚
文

神
谷
武
男
、
阿
都
修
治
、
新
非

彰
．

石
川
制
二
、
三
原
載
、
早
見
手

準
、
村
越
立
彦
、
大
村
敏
夫
、

山
梨
裕
司
、
浜
田
裕
志
、
山
下

裕

一
、
山
本
俊
夫

同
村
英
二
郎
、
鳥
居
滋
夫
、
増

日
安
日
、
増
回
■
高
、
小
杉
証

一
、
山
岡
進
、
手
塚
童
明
、
山

形
誠
、
戸
塚
惣
雄
、
小
沢
校
二

仁
，
，

、
河
口
浩
．
丸
尾
鷺
夫

大
川
庄
治
、
市
原
卓
、
漑
日
寿

一
郎
、
口
月
喬
、
小
林
功
人
、

鈴
木
口
功
、
佐
藤
■
行
、
原
■

子

（
４
）

清
水
今

一
郎
、
松
山
´
美
、
■

巻
貞
夫
、
西
山
信
〓
ヽ

小
佐
野

栄
雌
、
河
非
良
夫
、
谷
川
治
弘

官
へ
省

一
、
大
場
良
巨
、
白
石

通
子
、
水
野
●
司
、
原
日

，
造

隆
山
日
、
日
中
元
、
選
藤
藤
弥

牧
野
市
、
「
松
勝
治
、
鈴
木
清

石
本
明
、
山
本
正
夫
、
松
滞
洋

一
郎
、
池
ケ
谷
禎
男
、
大
長
智

金
子
雅
彦
、
野
田
卓

，
、
松
永

茂
、
小
長
谷
清
尖
、
石
川
悟
、

松
■
昌
夫
、
有
田
久
、
北
村
孝

松
殴
明
峰
．
菫
月
泰
弘
．
茨
本

Ы
．拭
山
元
二
、柳
沢
伯
夫
（
３
）

曽
根
＋

〓

、
酒
オ
カ
．
安
藤

竜
男
、
石
川
宏
、
片
山
嘉
悼
、

友
回
烈
、
徳
日
式
司
、
掴
川

，

一
、
松
限
道
雄
、
本
問
啓
司

小
池
泰
光
（
４
）、
今
村
清
彦

丸
山
安
彦
、
武
丼
Ｉ
和
、
●
藤

２
次
、
石
川
正
明
、
八
木
仲
明

陰
山
”

一
、
黒
岩
嘉
明

近
藤
守
、
杉
―――
光
、
望
月
公
美

中
川
明
久
、
二
技
迪
康
、
小
柳

忠
表
、
大
石
■
史
、
鈴
木
智
彦

深
沢
崎
男
、
石
割
■
司
、
松
永

烈
、
利
根
川
正
、
仲
川
信
正
、

山
下
勇
〓
ヽ

神
鷹
白
之
、
羽
山

武
、
山
梨
山
記
、
右
光

一
郎
、

宗
像
純
司
、
山
中
０
「
、
杉
山

規
司
．
石
川
征
四
郎
、
松
永
文

夫
、
山
峙
智
弘
、
杉
山
正
三
、

か
藤
市
、
和
日
武
郎
、
清
水
純

内
山
明
え
、
山
内
章
、
兄
城
尚

ユ
■

野
々
口
濶

後
工
■
義

藤
工
通
昌
、
中
川
武
久
、
諸
星

勝
保
、
大
石
孝
裕
、
日
向
秀
子

（
４
）、
長
倉
利
夫

人
九
　
彙
野
範
夫

そ
の
後
の
同
窓

会
活
動

（
佗
●
２
月
―
¨
午
５
月
）

・
“
年
度
総
会

（
６
月
２３
日
）
に
つ
い

て
、
ま
た
そ
の
案
内
発
送
依
頂
な
ど

・
作
家
の
三
木
卓

（
Ю
期
）
氏
の
証
演

「中
国
旅
の
思
い
出
」

七

一

ｔ

二

七

三

七

四
ｔ
五

人
Ｏ

´
　

　

　

´

‘
ヽ

′
ヽ

◇
幹
事
会
兼
志
年
会

・
９
年
１１
月
１１
日

（企
）
１８
時
２

・

築
地
ス
エ
ヒ
ロ
　
会
賛
三
十
円

山
庁
者
　
３７
名

・
∝
年
の
ま
と
め

会
報
２４
号
の
発
送
よ
恒

年
会
費
納
入
促
進
の
依
頼

０
新
年
顔
合
せ
■
事
会

“
年
１
月
１４
日

（本
）
Ｂ
時
‘

ビ
ス
ー
ロ
ニ
フ
・
ポ
ス
ト

・
会
資
　
五
十
円

出
席
者
”
名

０
幹
事
会

・
“
年
３
月
１５
日

（人
）
Ｂ
時
‘

案
地
ス
エ
ヒ
・

０
幹
事
会

・
第

一
回
計
責

・
“
午
４
月
５
日

（火
）
Ｂ
時
ω
分
２

策
地
ス
エ
ヒ
ロ

・
宮
沢
会
長
か
ら
の
提
言
‥

「関
東
同

窓
会
の
静
岡
本
部
よ
り

の
独

立

の

件
」
に
つ
き
意
見
交
換

・
新
日
本
証
券
会
長
大
石
巌

（
５３
川
）

氏
の
請
漬

０
幹
事
会

・
第
二
回
誤
演

・
“
年
５
月
２７
日

（金
）
Ｂ
時
‘

築
地
ス
エ
ヒ
ロ
　
会
贅
三
千
Ｈ

昨
年
十

一
月
、
一浙
稿
駅
前
「大
洋
」
で

関
東
五
凹
季
会
を
印
き
十
数
名
の
参
加

を
得
た
の
で
、
今
年
も
開
き
た
０
が
．

日
時

・
場
所

・
貰
月
等
意
見
が
あ

っ
た

ら
教
え
て
は
し
い
．

静
岡
の
何
人
か
に
も
呼
び
か
け
る
予

定
だ
が
、
誘

っ
て
欲
し
級
友
が
居
た
ら

出
来
る
だ
け
遊
結
を
と
る
つ
も
っ
た
か

ら
ご

一
■
を
乞
う
．　
　
　
＾
い
け
ら
）

i_._…」

五
四
期

レ
　
　
　
´

‘

ヽ

―

‘

・ヽ

伊豆大仁カントリークラブ

伊豆大仁開発株式会社
代表取

“

役 石 橋 正 秋
取締は 配人 安 田 正 弥 ぃ 恥

静暉■口方邪大●1」

'「

●南松坂11,8-1
rじ ! 0558-76-2401(イ t■ )

難ユニオン設計センター

|ヽま

“"役
成 岡 英 彦 (67期 )

建築設計

“

|1理

―証江栞事務所■,7426号

東京都新宿区西新宿7-14-9航 [ビ′レ

TEL 03-363-8604(代表)

国際線Ⅲヽ空貨 4′Ⅲ ,●|′卜旅各収工 tヽ

延1市大臣登録旅イi業代理店業34401タ

欄フジ・ワールド,エンタープライズ

代̈  中 ,特 敏 力t(70川 )

〒105東京都港区浜[ml-29-7 ,可 原ビ′ン

貨物電話 434-0591イ慟
,κ客電話 437-5861`11

亡 ,重 433-6651
FAX  434-5537
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″ 満問
″ ||1峙
″ 山路
夕 1山本
61 高●

″ li沢  伯夫

75 '‖ 崎 康弘

″ 後藤 正義

″ 浜崎 伸光

|!社長H!除

255神奈川県大機町東小咸725-14

▲八千代国際大学政治経済学部

【0174-88-2111】

▲束汗食品機」11｀ 【045-571-1311】

1餃 ●―股Iカ

竜男‐謳男
性郎→IL郎 ▲ウチヤサーモスタツ l・

r03-804-8421】

【03-776 3924】

【0488-85-7129】  A  【03-252-0954】

NHKコ ンピューターサービス

【)3-445-9798】

【03-429-0048】
260千葉市

'F●

2-2-13

▲セナー 【

“

-506-5301】

△NII K日 本語―しンター

【0■ -506 5:|131】

281千葉市輩張配 -11-15-503

▲県立千葉女子高
戸塚区―泉区
△持世製紙
5-39-15-'1 39-15

305よ城県つくtt市吾■2T口 81■ 6

0高村前務会副事務所

【03-487‐ 5461】

146大 田区矢口3-28-8-1108

【∞-750-1295】 本国際′ァンい

取締役副社長 【03-211-6131】

勁 ,,先削除
lsl謝布市西つつしヶ亡3-3ア 2

墳Шファイブ1011

▲(財 )日 本冷凍資品検査慟会
144大 田区西満日2-5-3-301

(03-751-7768】 ▲東京高等裁判所第

二特別部

船橋市夏見台■19-4-211

2η 千葉県束■飾郡沼南町大津ヶ丘

3-11-10【 0471-91-7003】 ▲川村学口

′子大学 【0471-33-0111】
150渋谷区代官山町4-1-407【 03-49∈

1185】 △坪麟

"【

03-380-6711】

1野レ 11域市平尼385平尾住宅
63-303▲ 日産建設関東支店 【03-SO■

3301】

222ま工市港北区仲平町1-9-5【 045-

434-4391】 A"ヤナセ

【03-453■ 311】

▲ 1・ ネラル石

`,大

阪支店

【06-441-6778】
185国分寺市西恋ヶ雀2-2つ-15

″ 山円 恒男 【■25-41-8153▲イ「|1奈川青果
【044-9る―鯰85】

″ 望月 |ま弘 ●474-35-0672】 ▲ て03-211-2351】

S9 波辺  晃→渡辺  昇
98 福間 将文 113文京区弥■2-}2糸徳弥生′`イツ

201 【03-316-4950】
100 1'本 喜―郎 153日 黒区五本木2-5,6すみれ11

1-A 【03-719‐ S903】

102 杉本 文洋 1` 大田区東言ケ谷3-10-11二十嵐方

新 規 加 入

2331代 浜市落南区九山台3-20-12

【015-843-6526】
146大 口区矢口2-4-7【 03-759-3226】

2,2市川市東肯野1-25-21

【04■ -3■838】

2'2市川市

`野
1-'3-24

【01η-23-0825】

9601編 島市森合宇Ⅲ 5-1

【0245-33-232r】
243厚木市妻日1806-7■野方

【0162-23-270110岩崎法律事務所

【0452-52-2946】
100千代Ш区ス田町}1-2′歳断 二

議員会館414【 03-5o● 7414】

243-01厚本市森の■1-75
【0462-47-7729】
156世口谷区船向 -9-16

【03-439-1341】 ●生朱代理
108港区高

“

-20-34静 同銀行高輪寮
22 【03-447-7623】

▲静同銀行銀座支店長

―郎
八郎

修

57 鳥居 工彦
60 丼ユ1  淳
ク 尾崎 i男
″ 河命 に朗

多 ]見元―郎
″ 掟谷 ●弘
ク 柴Ш 正匡

0″ 堤   崇
″ 寺尾 道也
″ 野沢 栄司
″ 萩原■太郎
″ 原 善二郎

名簿訂正

40 _|‐ t'

50 ,7:」 (

54 千■叶

砿
久

“
,i三

正三

岳史

″ 大地不二夫

″ 高木 康博

51 小川八十
`′̀

″ 河瀬 ■郎
″ 藤口修二郎

迪兄 「|三

″ 営野

″ 大平

70 岩崎

守 ■

春 三

修

に

し

64 新チ|・  彰

67
70

″ 平,|1 元美

″ 阿■, 修治
66 大|1 敏夫

|[1形   誡

'A泄洋一部

ク 谷川
″ 福F

治弘
武人

″ 宮本

″ 松島

達司

悦

“

株式会社

株式会社

冨 士 越

冨士越化成

rヽま■■役 野 澤 正 憲 (64川 )

東京都i共 容F'12-14-9
TEL(409)33420
TEL(400)9541(r0

81 ■田  強 221'II崎市中原区小杉町2-228

日石小杉ア′`― 卜1352

【∝よ711■ 466】 ▲日本石油本社

【o3-502-9139】  _

38 山野 武尚 171豊島区市池袋3-24-21メ ブソフジ

103【 03-98● 9577】 ▲いアイザック

【03-293-6460】         .

oS 池ヶ谷嵯枝子 1お 板橋区熊野町29-9

【03-530-6225】 ●詣圧業

転出
47 後藤 ■郎
62・ 63 石上 昭夫  柴日 有年  日喜  光

中野喜久男  野田 ヤ郎  福岡純―郎

水越  巌

70 勝問口保夫  り|1村 良平  大ヽ 政恵

46 角答 徳漱
62■3 鈴木 惣吉

不動,たのご用にせ (｀

三井不動●販売子 ソ|・ ワーク

城南リハウス株式会社
rr r',r lrl.) i i r: l ,l

EH6HEffi'tEit
!r,iit, l: lll J,| rl, -LLll

rT.iirll'rl1 r: ;,lJ l' L! iill Li|r."
.lr,lii I r:lrl:li2/
-:l.ll-0: 1-01. 0l i 1i!

し

し

死 亡
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鈴 与 株 式 会 .社

]文 it'|イ 1ヽ1 `M)木 与 平 (44,1)

● 本 市 入 初0'「∫11-1
■10543(53)3111(大 rヽ 表)

来京支社 千イヽ田区丸の内2-3-2」 |`船 ビル4F
T,1 03 (234) 0 5 5 1(rヽ )

凸版印刷株式会社

来 京都 台■ 区台束 l-5-1
TEL(333)2111(大 rヽ■)

株式会社 東 電 社
取

“

社長 岩 波 信 平 (42期 )

来京都 中央区 日本薔 2-121

TEL(271)2701(大 |ヽま)

野 勝山塗装工業所

lt表

““

役 奥 澤  徹 (59“ )

本 社 工 場 杖浜市源谷区橋■ 3-25-6  〒246
6o1 045-301-5'45  FAX (145-3(11-5547

大 和 工 場 大 和 ili深 ■ 3700-1    〒242
T●10462-52-0340  FAX 0402-62-0343

,〔松山工場 束松山i「 大学斬肺 8-47   〒355
Te1 0498-24-251l FAX 0493-24-2513

を築■計・■理

禁奥野建築設計事務所

取 抒役会 長 奥 野  孝 (1柳 )

取 柿役社 長 奥 野  進 (5卿 )

取締‐編 IH工 奥 野   広 (58加 )

オ   '■ 来京都台人区方2-5-12 加i煎 ビル
■103-842-6831(代 表 )

●PI同事務所 静 同 市 安 末 2-3-14
lt1 0542-46-0 37 8

トッパン。ム…ア株式会社

取締勧 」尋 宮 澤 次 11`(4卿 )

来 ,'イ

`千

代山区神日崚 ,可 台 l C
TEL(295)2411(大 1ヽ■ )

本国技研工業株式会社

日本レーベル印刷難
へ●I「(締役

本 社

来 京

岩 井 平一郎 (5"切 )

卜 岡 市 国 十 日 645
TE L 0542(62)l111(1ヽ )

'||:ヽ
区ボ薔1-2旭前屋ビル

Tlう L03(272)4651(1ヽ )

几栞コンサルタンl― 泄テ師 行業務

泄築に関する011和議は峨 1吐 に

株式会社 大  雄

取柿役ネ■■ 奥 野  孝 (53加 )

本社 東ホιl台末区末上野2-18‐7 共同ビ′レ10階

TEL 03・ 834-5331(代 表)

て
　
Ｌ

総合広告代理店

株式会社ア ドプ ロ

代よ蝸 役 朝比奈 正 三 (67則 )

末京都千 rヽ |¬ 区内神田3-4-6岡崎ビ′レ3階
TEL 03-254-2171(Fヽ オ)

川 島 喜 八 郎 (5加 1)

末

'都
渋谷区||● ll,6-27-8

TEL(4,9,0111(大 代表)

自動■・電機部品の自動埜喪及びシルクスタ|'― ン印‖ll


